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基準５ 教育内容及び方法 

 

（１）観点ごとの分析 

 

＜学士課程＞ 

 

観点５－１－①： 教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）が明確に定められているか。 

 

【観点に係る状況】 

教育課程の編成方針は、本学学則において、各学部が教育上の目的を達成するために必要な授業科目を開設し、

教養教育に関する授業科目及び他の学部が開設する授業科目も含めて体系的に編成するものと定め、教育課程を、

外国語科目等の教養教育及び専門基礎科目等の専門教育により編成している【資料５－１－①－A】。さらに、学

位プログラムにおいて単に学位記の名称単位でなく、その内容の専門性に応じて学科・コース等毎にカリキュラ

ム・ポリシーを策定している【資料５－１－①－B】。 

 

資料５－１－①－A 学士課程における教育課程の編成方針及び編成方法 

学則第34条及び35条：http://kokai.jimu.kumamoto-u.ac.jp/~kisoku/act/frame/frame110000189.htm 

 

資料５－１－①－B 各学部のカリキュラム・ポリシー（CP）  

学部・学科等名 カリキュラム編成方針及び学位授与の方針 

文

学

部 

総合人間学科 

 人間科学コース http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/bungakubu/ningenkagaku 

社会人間学コース http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/bungakubu/syakainingengaku 

地域科学コース http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/bungakubu/chiikikagaku 

歴史学科 

 歴史資料学コース http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/bungakubu/rekishisiryogaku 

世界システム史学コース http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/bungakubu/sekaishi 

文学科 

 東アジア言語文学コース http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/bungakubu/e-asianbungaku 

欧米言語文学コース http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/bungakubu/oubeibungaku 

超域言語文学コース http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/bungakubu/choetubungaku 

コミュニケーション情報学科 

 コミュニケーション情報学コース http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/bungakubu/communication 

教

育

学

部 

 

小学校教員養成課程 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/kyouikugakubu/syogakukokyoin 

中学校教員養成課程 

 国語 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/kyouikugakubu/chugaku-kokugo 

社会 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/kyouikugakubu/chugaku-syakai 

数学 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/kyouikugakubu/chugaku-suugaku 

理科 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/kyouikugakubu/chugaku-rika 

音楽 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/kyouikugakubu/chugaku-ongaku 

美術 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/kyouikugakubu/chugaku-bizyutsu 

保健体育 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/kyouikugakubu/chugaku-hoken 

技術 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/kyouikugakubu/chugaku-gizyutsu 

家政 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/kyouikugakubu/chugaku-kasei 

外国語(英語) http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/kyouikugakubu/chugaku-english 

教育学科 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/kyouikugakubu/kyouikugaku 

心理学科 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/kyouikugakubu/shinrigaku 

特別支援学校教員養成課程 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/kyouikugakubu/tokubetushien 
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養護教諭養成課程 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/kyouikugakubu/yougokyou 

地域共生社会課程 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/kyouikugakubu/chikikyosei 

生涯スポーツ福祉課程 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/kyouikugakubu/chugaku-sports 

法

学

部 

法学科 

 法学コース http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/hougakubu/hougaku 

公共政策コース http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/hougakubu/koukyoseisaku 

理

学

部 

理学科 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/rigakubu/rigaku 

医

学

部 

医学科 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/igakubu 

保健学科 

 看護学専攻 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/hokengaku/kangogaku 

放射線技術科学専攻 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/hokengaku/housyasen 

検査技術科学専攻 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/hokengaku/kensagizyutu 

薬

学

部 

薬学科 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/yakugakubu/yakugakubu 

創薬・生命薬科学科 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/yakugakubu/souyaku 

工

学

部 

物質生命化学科 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/kougakubu/busituseimei 

マテリアル工学科 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/kougakubu/material 

機械システム工学科 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/kougakubu/kikaisystem 

社会環境工学科 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/kougakubu/syakaikougaku 

建築学科 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/kougakubu/kenchiku 

情報電気電子工学科 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/kougakubu/johodenki 

数理工学科 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/kougakubu/suurikougaku 

出典：熊本大学公式ウェブサイトから抜粋 

 

【分析結果とその根拠理由】 

教育課程の編成方針・編成方法については、本学学則に基づき各学部が教育上の目的を達成するために必要な

授業科目等を体系的に編成し、教養教育及び専門教育により編成している。また、学位授与方針において設定さ

れた知識・能力等を修得し、掲げる人材育成像の養成に適した教育課程を編成するためカリキュラム・ポリシー

を策定している。 

以上のことから、教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）が明確に定められていると判断する。 

  

観点５－１－②： 教育課程の編成・実施方針に基づいて、教育課程が体系的に編成されており、その内容、

水準が授与される学位名において適切なものになっているか。 

 

【観点に係る状況】 

 学部のコースや課程等に分けて策定しているカリキュラム・ポリシー【前掲資料５－１－①－B】に基づいて授

業科目が配置され、教育課程が体系的に編成されており、教養教育に関する科目と専門教育の科目により構成さ

れている。平成23年度より教養教育を含む学士課程教育全体のカリキュラムを見直し、「豊かな教養」、「確かな

専門性」、「創造的な知性」、「社会的な実践力」、「グローバルな視野」、「情報通信技術の活用力」、「汎用的な知力」

の７項目の期待される学習成果を設定し、全授業科目のこれら７つの学習成果への対応については、シラバスに

も記述している【後掲資料５－２－③－B】。教養教育は、大学での主体的な学習方法や共通して身に付ける知識

を学ぶ共通基礎科目、IT を活用するための情報科目及び理系基礎科目、グローバル社会に必要なコミュニケー

ション能力と海外事情に関する基礎知識を提供する外国語科目、教養科目、社会連携科目及び開放科目から構成

されている【別添資料９】。また、専門基礎科目及び専門科目からなる専門教育の特徴は、学部の特性に応じ、所
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属する学問分野の知識や技術の習得を目指すものとなっている【別添資料 10】。各学部の教育目的、学位授与方

針に沿って特徴・特色を生かすように教養教育及び専門教育の授業科目が編成され、学部・学科ごとに定められ

た所定の単位を修得することにより卒業し、学士の学位が授与される【資料５－１－②－A】。さらに、各学部に

おいては学位授与方針にある知識・能力等の習得に関してカリキュラム・ポリシーに基づき、学科やコースごと

の履修方法を規定するとともに、履修モデルやカリキュラム・マップを作成し、教育課程における履修方針や順

序、科目配置等について明確にしている。【資料５－１－②－B、C】。 

さらに、学習の段階や履修の順序を整理してより体系的に教育課程を理解できるようにするため、平成26年度

中に構築した科目ナンバリングのコード体系に基づき、平成27年度からコード体系の整備が完了した部局から順

次導入することにしている【資料５－１－②－D】。 

 

別添資料９ 教養教育の特徴 

別添資料10 専門教育の特徴 

 

資料５－１－②－A 学位(学士)の授与要件 

学部 
学位(学士)
に付す専攻
分野の名称 

学科（課程）・専攻 
単位数等 

教養教育 専門教育 自由選択科目 卒業要件単位 

文学部 
学士（文学） 

総合人間学科、歴史学科、文

学科、コミュニケーション情

報学科 

34単位以上 84単位以上 

 

124単位以上 

http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/sotugyoyouken/bungakubu 

教育学部 

学士（教育

学） 

小学校教員養成課程 

29単位 

80単位 16単位 

125単位 

中学校教員養成課程 
80単位又は 

84単位 

12単位又は 

16単位 

特別支援学校教員養成課程

（小学校普通免許状を基礎） 
88単位 8単位 

特別支援学校教員養成課程

（中学校普通免許状を基礎） 

82単位～ 

88単位 

8単位～ 

14単位 

養護教諭養成課程 81単位 15単位 

地域共生社会課程 74単位 22単位 

生涯スポーツ福祉課程 80単位 16単位 

http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/sotugyoyouken/kyoikugakubu 

法学部 
学士（法学） 法学科 32単位以上 94単位以上  126単位以上 

http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/sotugyoyouken/hougakubu 

理学部 
学士（理学） 理学科 47単位 66単位 

11 単位（本学

の全授業科目） 
124単位 

http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/sotugyoyouken/rigakubu 

医学部 

学士 

（医学、看護

学又は保健

学） 

医学科 38単位 213単位  251単位 

 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/sotugyoyouken/igakubu 

保健学科 

 看護学専攻 28単位 104単位 

 

132単位 

放射線技術科学専攻 24単位 102単位 126単位 

検査技術学専攻 24単位 100単位 124単位 

http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/sotugyoyouken/hoken 

薬学部 

学士 

（薬学、創薬

科学又は生

命薬科学） 

薬学科 30単位以上 163単位 

 

193単位以上 

創薬・生命薬科学科 30単位以上 98単位以上 128単位以上 

http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/sotugyoyouken/yakugakubu 
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工学部 
学士（工学） 

物質生命化学科 40単位 90単位 

 

130単位 

マテリアル工学科 41単位 84単位 125単位 

機械システム工学科 41単位 84単位 125単位 

社会環境工学科 41単位 87単位 128単位 

建築学科 41単位 83単位 124単位 

情報電気電子工学科 40単位 90単位 130単位 

数理工学科 40単位 84単位 124単位 

http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/sotugyoyouken/kougakubu 

出典：熊本大学公式ウェブサイトから抜粋 

 

資料５－１－②－B 履修モデルの例 

〇文学部（総合人間学科・人間科学コース・認知哲学履修モデル） 

 

出典：文学部学生便覧より抜粋 
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〇工学部社会環境工学科 

  

出典：工学部社会環境工学科学生の手引きより抜粋 
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資料５－１－②－C カリキュラムマップの例 

〇文学部コミュニケーション情報学科 
学習成果に基づく学士課程教育プログラム　カリキュラムマップ票

学部： 「教育プログラム別学習成果」欄の番号は、熊本大学ＨＰの「学位授与の方針」から、各学部のコース、課程等の「学習成果」の各項目毎に記載されている順に、上から番号を附番してください。欄に過不足がある場合は、欄を追加・削除し対応願います。
学科： 熊大ＨＰ（http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/index）
コース：

前学期 後学期 前学期 後学期
必修 ベーシック(1)
選択 教養科目(2)、社会連携科目(2) 教養科目(2)、社会連携科目(2)

必修

選択
文学部入門(2)(96010) 21世紀市民学入門(2)(96020) ギリシャ語(通年)

ラテン語(通年)
ギリシャ語(通年)(4)(91000)
ラテン語(通年)(4)(91010)

必修
選択 教養科目(2) 教養科目(2) 教養科目(2) 教養科目(2)

必修 コミュニケーション情報学入門(2)80000 コミュニケーション論(2)80010

選択

必修 コミュニケーション情報学入門(2)80000 コミュニケーション論(2)80010

選択

必修 コミュニケーション論(2)80010

選択

必修 コミュニケーション情報学入門(2)80000

選択

必修

選択

必修

選択

必修

文章作成演習(2)96006 文章作成演習II(2)90023

選択

1-①

学習成果２
確かな専門性

2-①

2-②

2-③

2-⑦

2-④

教育プログラム別
学習成果

2-⑥

学習成果１
豊かな教養

2-⑤

2年次

文学部
コミュニケーション情報学科
コミュニケーション情報学コース

1年次必修・選択

 

出典：文学部コミュニケーション情報学科調査資料を基に作成 

 

資料５－１－②－D 科目ナンバリング体系 

熊本大学科目ナンバリング 

１ 科目ナンバリングの導入について 

   科目ナンバリングとは、授業科目を水準等に応じた特定の番号を付与し分類することで、学修の段階や順序等を示し、各教育

プログラムにおけるカリキュラムの体系性を明示する仕組みです。 

   本制度の導入については、中央教育審議会の各種答申（「学士課程教育の構築に向けて」、「新たな未来を築くための大学教育の

質的転換に向けて」）等により、教育改革への対応策として導入の必要性が求められているところです。 

   また、本学の第二期中期目標・中期計画においても、教育課程の体系化を進める取組みとして、本制度の導入について検討す

ることとしており、今後の大学のグローバル化を推進する上でも海外で一般的に普及している本制度の導入に取組むことは喫緊

の課題となっています。 

 

 ２ 科目ナンバリングの導入の目的及び期待される効果について 

（１）教育プログラム、難易度、学問分野を明示することで、学修の順次性を確認でき、計画的な学習が可能となります。（シラバ

ス等に科目ナンバリングコードを設定することで、履修すべき科目等の選別が容易になります。） 

 （２）他学部（他学科）、他大学との授業科目レベルの比較の参考となり、海外からの留学生にとっても履修する科目の判断が容易

になります。 

（３）カリキュラム点検のツールとして活用でき、体系的な教育プログラムの実現に向けた改善を実施するきっかけとなります。 

 （４）ナンバリングを学務系システムへ反映することで、管理部門（教務事務担当）においても各種統計や資料作成時にナンバリ

ングの各項目をキーとしてデータを抽出することが容易となります。 

 

 ３ 本学における科目ナンバリングの形式について 

   本学における科目ナンバリングの形式については、授業科目を提供する学部・学科等、関連する学問分野、難易度、授業で使

用される言語を示すコードにより構成します。 

    

 ＜熊本大学科目ナンバリングの形式＞ 
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A BC 1 -234- 10-1 
 

 

部局コード  教育課程プログラムコード  水準コード  識別コード  学問分野コード  言語コード 

 
 ４ 各コードの定義について 

 （１）部局コード 

    部局コードは、当該授業科目を提供している学部、研究科、教育部等の単位で区分するための項目です。原則、各部局名を

表記することになります。 

    コードの表記は、英字１文字として、学生番号に使用している英字表記を準用して各部局を示します。 

（２）教育課程プログラムコード 

    教育課程プログラムコードは、当該授業科目を提供している学科・修士及び博士課程・専攻等の単位で区分するための項目

です。 

（３）水準コード 

    水準コードは、授業科目の難易度の目安を示すための項目です。 

    コードの表記は、各科目のレベルに応じて０から７までの８段階により、１～４を学士課程、５～７を博士前期課程（修士

課程）、博士後期課程（博士課程）、専門職学位課程のそれぞれのレベルに分類します。 

ただし、学年と水準は必ずしも一致するものではありません。（３年次向けの科目であってもレベル２となる場合もありま

す。） 

    具体的な区分方法については、以下の「水準コード分類表」のとおりです。当該分類表に基づき設定願います。 

（４）識別コード 

    識別コードは、授業科目を識別するための項目です。 

    コードの表記は、数字３ケタで表記し、各部局において任意に設定願います。 

（５）学問分野コード 

    学問分野コードは、授業科目の属する学問分野を示すための項目です。 

    コードの表記は、数字２ケタとして、科研費「系・分野・分科細目表」の分科の区分を基本として分類します。 

（６）言語コード 

    言語コードは、授業科目で使用する言語を示すための項目です。 

    コードの表記は、数字１ケタとして、以下のとおり区分します。 

    ０：全て日本語で実施 

    １：全て英語で実施 

    ２：日本語及び英語によるバイリンガルで実施 

    ３：その他の外国語で実施 

出典：平成26年度第５回教務委員会資料 

 

【分析結果とその根拠理由】 

本学学則に定めるとおり、本学の教育課程は、教養教育及び専門教育により構成されている。全授業科目につ

いて当該科目の履修により修得できる7つの学習成果の割合を示すことができる設定になっており、各学部の学

科・コース等ごとに定められたカリキュラム・ポリシーに基づいて、教育目的、学位授与方針に沿って各学部の

特徴・特色を生かすよう体系的に編成され、履修モデルやカリキュラム・マップ等により明確にしている。これ

らにより各学部生は、学部・学科ごとに定められた所定の単位を修得することにより卒業し、学士の学位が授与

される。 

以上により、教育課程の編成・実施方針に基づいて、教育課程が体系的に編成されており、その内容、水準が

授与される学位名において適切なものになっていると判断する。 

 

 



熊本大学 基準５ 

- 48 - 
 

観点５－１－③： 教育課程の編成又は授業科目の内容において、学生の多様なニーズ、学術の発展動向、社

会からの要請等に配慮しているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学では、教育課程の編成又は授業科目の内容において、学生の多様なニーズ、学術の発展動向、社会からの

要請等に配慮し次のような教育を実施している。学則第43条において外国の大学を含む他の大学等との単位互換、

学則第45条において入学前の既修得単位の取扱い、学則第51条において転部、転科等を定め実施している。ま

た、教育学部においては、子どもたちの気持ちや行動を理解し、実践的な指導力の基礎を身につけることをねら

いとした教育実践研究指導法演習（フレンドシップ事業）、熊本市教育委員会と連携して不登校児童・生徒の相談

相手になる教育臨床体験演習（ユアフレンド事業）のボランティア活動について授業科目に組み込み、単位を付

与している。医学部医学科においては、医学・生命科学における解決すべき研究テーマについて深く追究する大

学院の授業科目の単位を学部生の時に取得できるプレ柴三郎コースを設け、大学院進学前の先取り履修ができ、

さらにeラーニングによる受講が可能となっている。法学部では熊本県内の官公庁や有力企業等で職業体験を行

うインターンシップで単位を認定している。授業内容においては、授業改善アンケートを実施し、前年度とのア

ンケート結果の比較・分析や各部局等がこれまで反映してきた授業改善における優れた取組について紹介し各部

局教員の授業改善のための参考として周知している【別添資料 11】。その他、文部科学省「国公私立大学を通じ

た大学教育改革の支援」事業等に採択されており、例えば平成21年度に採択された大学教育・学生支援推進事業

大学教育推進プログラムの「学習成果に基づく学士課程教育の体系的構築」は、学士課程全体で獲得すべき学習

成果に基づき、組織的に教育の質を保証する学士課程教育を構築するもので、学士力の本質を創造的知性と実践

力と捉え、幅広い学習成果を体系的に教育課程に反映していくという取組である。当該事業で開発された汎用ス

キル要素を涵養する「ベーシック」やコミュニケーション能力の育成を図る「基礎セミナー」等の科目は、財政

支援期間終了後も学内予算措置によりアカデミック・ライティングの指導者などを雇用し、初年次の教養教育の

共通基礎科目として実施している。また、平成24年度に採択された大学間連携共同教育推進事業「減災型地域社

会のリーダー養成プログラム」では、熊本県内４大学が連携し、各大学の特徴を活かした減災型地域社会のリー

ダーを養成するもので、具体的には、４大学共通の必修科目、各大学が自然科学、社会科学、社会福祉、保健科

学の１つの分野を担当し開講する選択必修科目を履修し単位を取得することで、減災型地域社会リーダーを認定

する【資料５－１－③－A】。さらには、外国語によるコミュニケーション能力や海外の文化・日本文化に係る能

力・知識を学生に修得させることに加えて、従来のリベラルアーツとしての英語教育にとどまらず、新たな英語

教育を検討するための基礎資料とするため、平成 25 年度入学生から、TOEIC-IP テストを入学当初及び２年次末

の２回実施している【別添資料12】。 

また、平成25年4月には、日本で唯一の爆発実験施設を有し、衝撃超高圧や超重力など極限環境を用いた物質

科学研究を行ってきた衝撃・極限環境研究センターとパルス電磁エネルギー発生・制御技術を背景とした独創的

な生命科学研究を行ってきたバイオエレクトリクス研究センターの両者を発展的に融合し設置されたパルスパ

ワー科学研究所において、物質及び生物にとって極めてユニークな極限環境による研究は、新規物性の開拓研究

等国内外で独創的な研究としての高い評価を得ており、これを核にグローバルCOEプログラム等が採択されてい

る。これらの独創的な研究は、学部の教育課程の編成に組み込まれており、例えば工学部３年次における「高電

圧パルスパワー工学」については、環境・リサイクル・医療福祉・バイオ等多くの応用分野を持つパルスパワー

技術について､その基礎から応用までを教授している。 
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別添資料11 学生の多様なニーズ、学術の発展動向、社会からの要請等に配慮した教育課程の編成等 

 

資料５－１－③－A 文部科学省「国公私立大学を通じた大学教育改革の支援」事業等  

学部等名 期間 事業名 実施状況（支援終了後展開を含む。） 

全学 H21～23  大学教育・学生支援推進事業

【テーマA】大学教育推進プ

ログラム 

学士課程全体で獲得すべき学習成果に基づき、教養教育と専門教育の壁を超

えた教育課程を設計するカリキュラム改革により、組織的に教育の質を保証

する学士課程教育を構築するものである。「学士力」の本質を「創造的知性＋

実践力」と捉え、「専門的要素」「一般教育的要素」「特定スキル的要素」「汎

用スキル的要素」「コンピテンシー的要素」から成る幅広い学習成果を体系的

に教育課程に反映していく。また、学習成果の修得状況を蓄積するeポート

フォリオシステムを開発し、学生が履修や就職活動に当たり、また、教員が

指導に当たり、活用できるようにする。その利用を通じて、学生・教員双方

が学習成果とカリキュラムとの結び付きを常に意識することが期待できる。

現在は、「学士課程教育に期待される学習成果」を策定し、当該学習成果の獲

得を目指した教育を行っている。平成26年度中に、学習成果の把握・検証に

資するため「学習成果可視化支援システム」を構築し、学習成果の修得状況

を蓄積する。 

工学部 H24～28  大学間連携共同教育推進事

業（地域連携） 

少子高齢化が進む中、減災型地域社会の継続的な実現に向け地域社会の中核

を担うべき大学に求められる教育は、能動的学習能力と実践力を兼ね備えた

人財の育成である。そのためには、異なる専門の基礎を習得した学生らが、

教員とともに地域に入り、実際の地域の課題を行政や住民等との共同作業を

通して能動的学習力を体得する実践教育の場作りが必要である。本事業では、

熊本市内の国公私の４大学がそれぞれ教育資源を活かした連携により、「減

災型地域社会の創成に向けた地域の拠点」を全国に先駆けて、次の具体的な

取組を行う。 

１）減災型地域社会をテーマとした共同学習プログラムの構築 

２）単位互換・地域運営協議会・eポートフォリオを活用した教育質保証 

３）リーダー認定制度創設 

 熊本政令指定都市内の４大学が本事業を通じた連携により「地域の知の拠

点」を構築することで継続性のある地域への貢献が実質化できる。     

薬学部 H20～22  質の高い大学教育推進プロ

グラム 

環境の時代を見据えた職業観のパラダイムシフトを促す意図で、「エコ

ファーマを担う薬学人」という新しい職業人の養成を、視野拡大、自主性、

労りの心、国際性をキーワードに試みた。具体的には、学内マニフェスト制

度やリサイクルシステムの構築、体験型環境・薬学教育、公害・薬害被害者

との交流、中央官庁・企業・海外での研修、講演・シンポジウム等を実施し

た。エコファーマ推進委員会での事後評価を行い、支援期間中の経験を生か

して、学内経費で継続を行う。特に効果のあったプログラムである水俣での

体験学習は正規の授業の中に取り込み継続する。関連して、引き続き、授業

科目の一部をエコファーマ科目として認定し、これらの授業科目を一定数以

上受講し、下記シンポジウムを聴講し、薬用植物観察会などエコファーマ活

動に参加し、一定の基準を満たした学生にエコファーマ修了認定証を付与す

る。また、措置される予定の学内予算の規模により、環境・福祉関係の先端

研究や現代的課題に関するシンポジウムを年に１〜２度開催したい。さらに、

外部予算の獲得を目指し、予算が獲得された暁には、海外研修の成果を生か

してラオスの保健科学大学との共同による薬用資源探索や環境衛生教育の充

実を目指し、薬学生の視野の拡大や実践力の醸成に繋げたい。加えて、22年

度に設置した薬学部附属薬用資源エコフロンティアセンターを活用し、薬用

植物観察会、希少薬用資源の保護、生物多様性の保全など、地域貢献と合わ

せた活動を行う。 

法学部 H20～22  質の高い大学教育推進プロ

グラム 

本事業は、九州管内の４つの大学が連携し、フィールドワークを基盤とした

学生主導型の合同ゼミを開催し、山積する地域課題の解決に資する人材の育

成を図る事業である。いわば「地域活性化人材」の育成を目指しており、具

体的には①地域課題の発見・把握のプロセスを身につけている、②情報発信

力に基づいた企画立案力を身につけている、③プロジェクト遂行のためのマ

ネジメント能力を身につけているという人材像を目標とした事業である。財

政支援期間は22年度で終了したが、元来この合同ゼミは2001年から続けて
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おり、年に一回のフィールドワークと討論中心の合同ゼミとそのための事前

合宿という流れは従来どおりである。しかし、財政支援がない場合の問題点

として、学生同士の事前の打合せなど経済的に難しくなったこと、外部から

の講師などの招聘が限定されること、これまで学生の勉強も兼ねて発行して

きたニュースレターの継続が困難になったことが挙げられる。法学部では、

こうした取組みが先細りにならないように、新たに「プロジェクト推進室」

を設置し、合宿ゼミやフィールドワーク、インターンシップ、関連シンポジ

ウムを積極的に行っている。 

全学 H26～30  地（知）の拠点整備事業 本事業により、「地（知）の拠点」としての大学改革を加速させる。その方法

として、これまでの熊本県及び包括連携を締結した市町村等との実績を活か

しながら、さらに全県的な地域の課題を全学的な地域課題解決学習に結びつ

ける。同時に、COC 推進機構の下に各学部、大学院、機構、教育研究施設等

の組織的な結集を図り、地域課題解決型研究や地域貢献の取り組みを強化す

る。この結果、高等教育の恩恵を県内に広く波及させ、大学で学ぶ学生が地

域社会にいることの価値を高め地域活性化の拠点となる教育改革及び大学の

ガバナンス改革に繋げる。全新入生を対象とした地域志向の教養教育科目「熊

本学（仮）」及び地域志向科目群の導入を計画している。COC事業の採択によ

る事業推進により、これまでの取り組みの体系化と強化を進める機会として

活用し、補助期間終了後は、自主財源、競争的資金の獲得、自治体、経済界

との連携により継続的な取り組みを行う。 

出典：各部局等調査資料を基に作成 

 

別添資料12 TOEIC-IPテスト結果 

 

【分析結果とその根拠理由】 

本学では、教育課程の編成又は授業科目の内容において、語学教育の外部試験の単位認定、単位互換や大学院

の授業科目の先取り履修など学生の多様なニーズ、独創的な研究など学術の発展動向にかかる教育課程への還元、

ボランティア活動の授業科目への組み込みや文部科学省「国公私立大学を通じた大学教育改革の支援」事業にか

かる学士課程教育の構築あるいは減災型地域社会リーダー養成など社会からの要請等に配慮しており、各学部及

び教養教育において実施している。 

以上のことから、教育課程の編成又は授業科目の内容において、学生の多様なニーズ、学術の発展動向、社会

からの要請等に配慮していると判断する。 

 

観点５－２－①： 教育の目的に照らして、講義、演習、実験、実習等の授業形態の組合せ・バランスが適切

であり、それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法が採用されているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学の教育目標及び各学部・学科・課程等の教育目的に基づき、各学部規則において授業科目を講義の他、演

習・実習・実験等と定めている。学問分野の特性に応じて、講義・演習・実習・実験等の組み合わせは異なり、

文系の学部は講義を中心に、理系の学部は講義と演習をブレンドした授業が多くなっている【資料５－２－①－A】。

また、各学部の教育内容や目的に応じて、授業を工夫しており、教養教育では、少人数の対話・討論型授業ある

いはPBL（課題解決）型授業によりコミュニケーション能力を修得させるための授業を実施し、さらにLMS（学習

管理システム）と対面型授業を併用したブレンド型授業を実施している。文学部では「異文化コミュニケーション

論実習」において、海外実習による英語運用能力・異文化対応能力養成のための海外フィールド型授業の実施な

ど、理学部では物理学等各分野の少人数実験や、野外巡検、臨海実習などのフィールド型授業、教育学部では教員

養成のための学校現場での体験活動（教育実習）、薬学部では１年次に早期体験学習（薬局、病院、企業への訪問、



熊本大学 基準５ 

- 51 - 
 

プレゼンテーション）を実施し、５年次には薬局・病院実務実習の一環として医学･薬学連携の下で実施する「医

学生の臨床実習（ポリクリ）と連携した参加型実務実習」による多彩な臨床現場での実習を実施している【資料

５－２－①－B】。また、教材や小テスト、学生の事前・事後学習はLMSを活用し、授業時間外の学習を組み合わ

せるなど、教育内容に応じた学習指導法の工夫を行っている。一方、発見学習、問題解決型学習、体験学習、調

査学習、グループ・ディスカッション、ディベート、グループワーク、討議、プレゼンテーション、省察（リフ

レクション）の内容を１コマ以上取りいれた授業を「アクティブ・ラーニング科目」と定義し、平成25年度の全

授業科目に対する割合を調査した結果、19.7％（729科目/3,707科目）であった【資料５－２－①－C】。 

 

資料５－２－①－A 学部等別授業形態（平成26年度実績）              （単位） 

学部 講義 演習 実習 実験 
講義及び演

習等 
合計 

文学部 123 106 30 2 35 296 

教育学部 379 193 82 13 122 789 

法学部 127 65 2  9 203 

理学部 303 84 15 46 35 483 

医学部（医学科） 54 2 5  27 88 

医学部（保健学科） 172 11 38 6 55 282 

薬学部 45 21 24  34 124 

工学部 214 43 17 17 129 420 

出典：熊本大学学務情報システム（SOSEKI）及びシラバスを基に作成 

 

資料５－２－①－B 教育内容に応じた適切な学習指導法の例 

学部名 教育内容に応じた適切な学習指導法の例 

教養教育 

 

・基礎セミナー：少人数(20名以下)の対話・討論型授業あるいはPBL型授業を実施している。 

・ベーシック：LMS（オンライン教材）と対面型授業を併用したブレンド型授業 

・社会連携科目：社会人を含むオムニバス形式の講義。フィールドワークや企業見学等が含まれる。 

・教養科目：一部の科目にフィールドワークや体験型学習が含まれる。また、LMSを活用した講義もある。 

文学部 ・「演習」、「実験」、「課題研究」などの授業科目は、徹底した少人数授業で行われている。 

・「課題研究」は、論文作成に向けての対話型・討論型授業になっている。その他、「演習」形式の授業を中心に、各

教員によって討論型の授業が行われている（『授業計画書』参照）。 

・フィールド型の授業として、「社会調査実習」、「地理調査実習」、「歴史資料学野外実習」、「文化人類学応用演習」、

「異文化コミュニケーション論実習」（海外フィールドワーク）、「ドイツ文化論実習」（海外フィールドワーク）、「フ

ランス語圏文化論実習」（海外フィールドワーク）、「キャリアデザイン実習」（含：インターンシップ）、「地域イン

ターンシップ」（仮称：授業科目としての設置検討中）がある。 

・講義や実験・実習の併用型授業として、「心理学研究法」、「芸術学実習」、「心理学基礎実験」、「心理学総合実験」、

「歴史資料学実習」、「歴史資料学演習」、「言語の資料と分析」、「情報技術応用演習」がある。 

教育学部 

 

・心理学（講義、グループワーク） 

・生涯スポーツ福祉概論（講義、演習） 

・現代教師論（講義、討論） 

・教育実践指導法演習（学校現場での体験活動、省察） 

・教育臨床体験演習（演習、実習） 

・初等国語科教育（講義、体験型学習） 

・生活科教育（講義、実技） 

・初等家庭科教育（講義、実習） 

・日本史調査実習（実習、フィールドワーク） 

・化学基礎研究（講義、ゼミナール、発表、討議） 

・プレゼンテーション演習（ICT機器を利用した制作・発表） 

・基礎物理学実験（講義、実験） 

・文化実地研究（フィールド型調査実習） 

法学部 法学部では、全学年に必修科目としての少人数教育授業を配置し、学生の発達や志望に応じて、段階的かつ柔軟な指
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 導を行っている。 

・１年次と２年次には、１クラスの人数を 20 人程度に制限した必修科目「基礎演習Ⅰ」「基礎演習Ⅱ」を配置し、法

学部としてのよりきめ細やかな高等学校からの大学への転換教育を行うとともに、法学と社会科学の基礎を学び、社

会に対する問題関心を涵養し、大学生としての学習リテラシーの基礎を修得する。これらの科目は前期２単位の科目

であるため、後期には、選択科目である「選択演習Ａ」「選択演習Ｂ」をそれぞれ設定している。 

・３年次と４年次には、それぞれ必修科目である「演習Ⅰ」「演習Ⅱ」を設定し、そこでの発表や質疑応答を通じて、

自己の学習成果を効果的にまとめ、プレゼンテーション能力を養成し、リテラシーの習熟を図っている。また、高年

次においては、法科大学院進学、研究者、上級公務員といった進路を希望する学生向けに、対話・討論型の授業によっ

てより深く法学を学習できるように、「公法特論Ⅰ・Ⅱ」「民事法特論Ⅰ・Ⅱ」「刑事法特論Ⅰ・Ⅱ」を設定している。 

理学部 少人数授業の例；物理学共通実験（他に化学、地学、生物学の各共通実験）、他に各分野における実験科目、卒業研究 

講義と演習組み合わせの例；代数概論Ⅰ・代数概論Ⅰ演習、力学・力学演習、卒業研究 

フィールド型授業の例；野外巡検、臨海実習、卒業研究 

ＴＡの活用等；実験科目 

医学部 

 

〇医学科 

・インタラクティブな双方向性学習や PBL（Problem-BasedLearning）教育を推進し、学生参加型の授業を積極的に取

り入れている。 

・地域医療教育や地域体験型教育を通じて、地域医療に関心を持ち、その中核を担う専門医師を育成している。 

〇保健学科 

専攻の特性に応じて、講義、演習、実習、実験をバランス良く組み合わせるなど、それぞれの教育内容に応じた学習

指導法の工夫をしている。また、実習・実験にＴＡを活用している。 

薬学部 

 

両学科とも早期に薬学としての専門的視点を持つこと、そして、各自の将来像と目的意識を明確するために１年次に

おいて専門科目および早期体験学習（薬局、病院、企業への訪問、プレゼンテーション）を実施している。３年次か

ら各研究室に配属することによって、より専門性の高い学習が可能な教育編成を実施している。 

また、５年次には薬局・病院実務実習の一環として医学･薬学連携の下で実施する「医学生の臨床実習（ポリクリ）と

連携した参加型実務実習」を行い、より多彩な臨床現場での実習を実施している。 

工学部 

 

工学の専門知識と学際的知識を総合化した判断力を有するともに、問題解決能力を備え国際的な視野に立つ幅広い知

識と柔軟な応用能力を持つことのできる教育を実施し高級な技術者の育成を行うことを目的とした指導を行ってい

る。実習等の科目では、PBLに基づく演習形態の授業や、国際化を目指したを実施しており、課題解決能力を身につけ、

基礎科目や専門科目での修得知識を活かしたエンジニアリングを理解することを目標としている。 

また、国際化を目指した技術英語教育として、「工学英語」を３年次で必修とし、外国人教員を含む、各学科で国際的

に活躍する教員が指導にあたっている。 

出典：各学部調査資料を基に作成 

 

資料５－２－①－C アクティブ・ラーニングを取り入れた授業科目の割合 

平成２６年度 「大学教育再生加速プログラム」計画調書(抜粋) 
テーマⅠ【指標】 

本学におけるアクティブ・ラーニングの定義 

 各科目の中で1コマ以上、下記取り組みを取り入れた授業を「アクティブ・ラーニング科目」とする。 

（発見学習、問題解決型学習（PBL）、体験学習、調査学習、グループ・ディスカッション、ディベート、グループワーク、討議、プ

レゼンテーション、省察（リフレクション）） 

 

ⅰ）アクティブ・ラーニングを導入した授業科目の 割合 

  H25  19.7％（729科目/3,707科目） 

ⅱ）アクティブ・ラーニング科目のうち、必修科目数の割合 

H25  58.4％（426科目/729科目） 

ⅲ）アクティブ・ラーニングを受講する学生の割合 

  H25  87.1%（7,033名／8,075名） 

ⅳ）学生1人当たりアクティブ・ラーニング科目受講数 

    H25  2.7科目（21,958名／8,075名） 

ⅴ）アクティブ・ラーニングを行う専任教員数 

    H25  49.7%（386名／777名） 

ⅵ）学生1人当たりのアクティブ・ラーニング科目に関する授業外学修時間「2時間以上の回答」 

H25  25% 

出典：平成26年度「大学教育再生加速プログラム」計画調書を基に作成 
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 【分析結果とその根拠理由】 

本学の教育目標及び各学部・学科・課程等の教育目的に基づき、分野の特性に応じて、講義・演習・実習・実

験等を組み合わせて実施しており、少人数対話・討論型授業あるいは PBL 授業、LMS と対面型授業を併用したブ

レンド型授業、海外フィールド型授業、教育学部や薬学部では現場における実習などを実施している。また、教

材や小テスト、学生の事前・事後学習はLMSを活用し、授業時間外の学習を組み合わせるなど教育内容に応じた

適切な学習指導法の工夫も実施している。しかし、アクティブ・ラーニング授業の割合は十分高いとはいえず、

また、急激なグローバル化への対応のために、初年次教育を含めた教養教育の更なる改革が必要である。 

以上により、一部の課題を除いて、教育の目的に照らして、講義、演習、実験、実習等の授業形態の組合せ・

バランスは適切であり、それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法が採用されていると判断する。 

 

観点５－２－②： 単位の実質化への配慮がなされているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学では、履修方法、単位の計算・認定方法等は、学則第36条から第39条、教養教育履修規則第５条及び第

７条、各学部の規則に明示しているとともに、学士課程において１年間の授業を行う期間が定期試験等の期間を

含め35週確保されており、各授業が、15週に渡る期間を単位として行われている【資料５－２－②－A、B】。 

また、学生に対して適切な履修指導を行うとともに、教育プログラムの履修により、学生が着実に学習成果を

身に付けることができるよう、過剰な履修の防止を制度的に担保するため、法学部及び工学部では履修科目の登

録の上限(CAP)を設定している【資料５－２－②－C】が、その他の学部では必修科目が多く、履修指導等により

学生が適正な履修を行うよう努めている。法学部及び工学部でも、優秀な学生には当該上限を超えて履修を認め

ており、工学部においてはその際GPAを基準にしている【資料５－２－②－D】。このGPAは、履修指導のほか、

早期卒業の判定においても用いられている。また、平成26年度に構築した学生個人のeポートフォリオシステム

は、学習成果と履修科目との関係が可視化できるように作成している【資料５－２－②－E】。このシステムによ

り、学生が学期ごとに学習成果をどの程度身に付けているのかチェックできる。 

さらに、平成26年度に再構築したシラバスシステムは全学的にシラバス様式を統一し、本学公式ウェブサイト

で公表し、授業の目標などを明示するとともに、学生の自主学習を促すために、シラバスシステムにおいて事前

学習・事後学習について入力する取組が始まったところである【資料５－２－②－F】。また、LMS を活用して、

事前に教材をアップロードして配布したり、課題の提出に利用したり、学生からの質問に回答する等により、い

つでも、また自宅はもちろん、どこからでも学習に取り組める環境を提供している。 

なお、学生の予習・復習の時間については、【資料５－２－②－G】にあるように、全学部において２時間以下

の学習時間であると回答した学生が８割を占めている。学生の予習・復習の時間の実質的な増加・確保を図るた

め、『新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて』(平成24年８月28日中央教育審議会答申)に基づき、

シラバスシステムの中に各回の授業ごとに事前学習と事後学習の内容を記載できるようにし、学生の学習時間の

確保及び単位の実質化に向けての取り組みを行っている【資料５－２－②－F】。 

 

資料５－２－②－A 履修方法及び単位の計算方法等 

・学則第36条から第39条：http://kokai.jimu.kumamoto-u.ac.jp/~kisoku/act/frame/frame110000189.htm 

・教養教育履修規則第５条～第７条：http://kokai.jimu.kumamoto-u.ac.jp/~kisoku/act/frame/frame110000217.htm 

・各学部規則：（例示）文学部規則第４条～第７条：http://kokai.jimu.kumamoto-u.ac.jp/~kisoku/act/frame/frame110000273.htm 
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資料５－２－②－B 授業を行う期間（教養教育の例） 

 

出典：熊本大学公式ウェブサイト平成27年度教養教育カレンダーより抜粋 

http://www.kumamoto-u.ac.jp/organizations/general_education/yotei/index 

 

資料５－２－②－C CAP制（法学部の例） 

(履修科目の登録の上限) 

第5条 規則第6条の規定に基づく各年次の履修科目の登録の上限は、次のとおりとする。ただし、別表第1のＣＡＰ除外科目につ

いては登録上限の対象外とする。 

 1年次 2年次 3年次 4年次 

履修上限単位 40単位 41単位 40単位 46単位 

  

出典：法学部履修細則から抜粋 
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資料５－２－②－D GPA制度（工学部の例） 

 

 

出典：工学部学生便覧から抜粋  
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資料５－２－②－E 学習成果とｅポートフォリオシステム 

 

出典：学務ユニット調査資料を基に作成 
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資料５－２－②－F シラバスシステムにおける事前事後学習  

 

出典：シラバスシステム（学内専用） 

 

資料５－２－②－G 学生の予習・復習時間について 

  　　                                    　　1日の予習・復習の時間 上段　　人数

下段　　（％）

医学科 保健学科 1年 2年 3年 4年 5･6年

8 7 7 3 10 5 1 16 57 3 10 9 26 9

10.5 2.9 8.3 6.3 9.3 4.0 1.1 5.3 5.3 1.2 3.6 4.1 9.4 15.3

4 6 5 2 6 9 1 13 46 11 7 10 14 4

5.3 2.5 6.0 4.2 5.6 7.2 1.1 4.3 4.3 4.5 2.5 4.6 5.1 6.8

11 24 1 6 9 14 4 19 88 18 21 20 24 5

14.5 10.1 1.2 12.5 8.4 11.2 4.3 6.3 8.2 7.3 7.6 9.2 8.7 8.5

23 41 26 15 25 31 14 94 269 72 89 46 50 12

30.2 17.2 31.0 31.1 23.4 24.8 14.9 30.9 25.0 29.4 32.2 21.2 18.1 20.3

19 68 29 15 32 35 30 92 320 90 82 62 71 15

25.0 28.6 34.5 31.3 29.9 28.0 31.9 30.4 29.8 36.8 29.6 28.6 25.6 25.4

11 92 16 7 25 31 43 69 294 51 68 70 91 14

14.5 38.7 19.0 14.6 23.4 24.8 45.6 22.8 27.3 20.8 24.5 32.3 32.7 23.7

- - - - - - 1 - 1 - - - 1 -

- - - - - - 1.1 - 0.1 - - - 0.4 -

76 238 84 48 107 125 94 303 1075 245 277 217 277 59

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

薬学部 工学部 合　計
学　　　　年　　　　別医学部

文学部 教育学部 法学部 理学部

4時間以上

1時間～2時間未満

無回答

合計

2時間～3時間未満

3時間～4時間未満

1時間未満

ほとんどしない

 

出典：第8回学生生活実態調査報告書から抜粋 

 

【分析結果とその根拠理由】 

本学では、履修方法等を学則等で定めるとともに、学士課程において、１年間の授業を行う期間が、定期試験

等の期間を含め、35週確保されており、各授業が15週に渡る期間を単位として行われている。 

また、学生が着実に学習成果を身に付けることができるよう、法学部及び工学部では履修科目の登録の上限を

設定しているが、その他の学部では必修科目が多く、履修指導等により学生が適正な履修を行うよう努めており、

特に上限の設定は行っていない。ｅポートフォリオシステムにおいては、学生自身が実際に取得した科目と単位

数、GPAと学習成果の関係より達成度を確認できる。 
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さらに、平成26年度に再構築したシラバスシステムは全学的にシラバス様式を統一し、授業の目標などを明示

するとともに、学生の自主学習を促すために、シラバスシステムにおいて事前学習・事後学習を示すなど、学生

の予習・復習の時間の実質的な増加・確保を図る取り組みを行っている。 

以上により、学習時間の確保に向けては現在取組み中であることも含め、全体として単位の実質化への配慮が

なされていると判断する。 

 

観点５－２－③： 適切なシラバスが作成され、活用されているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学では、平成24年度は全学で、平成25年度は各部局においてシラバス・チェックを行い、シラバスの記載

内容が一定の水準を保つことを担保するとともに、シラバスの改善に努め【資料５－２－③－A】、平成26年度に

シラバスシステムを再構築した。本システムは、全学的にシラバスの様式を統一し、公式ウェブサイトで公表し

ており、授業科目について、学習成果とその割合、授業の目的、概要、到達目標、評価方法・基準、各回の授業

内容と事前・事後学習、参考文献、オフィスアワー等が示されている。学生の授業時間外の学習時間を促すため

の事前学習・事後学習については、学習内容をシステムにファイルアップロードができ、時間と場所を問わずい

つでも学習できる仕組みとなっており、さらにはメールアドレス等担当教員の連絡先も記載されているため、連

絡が可能となっている【前掲資料５－２－②－F、資料５－２－③－B】。シラバスの記載に当たっては、シラバス

記入要領を提示している【資料５－２－③－C】。 

シラバスについては、入学時のオリエンテーションで説明を行っており、平成25年度に在学生を対象にシラバ

スの利用状況についてアンケートを行ったところ、その結果、シラバスを履修登録時及び試験前に利用し、また

評価方法・基準やテキスト・参考文献を確認するために活用する学生が多いことがわかった【資料５－２－③－D】。

この結果とシラバス・チェックの結果を踏まえて、７つの学習成果との対応、履修条件、毎回の授業内容や事前・

事後学習内容を確実に記述・充実させ、学生がシラバスを学習に活用できるようにする。そして、シラバスから

学生の授業時間外の学習時間の増加につながるようシラバスシステムを再構築した。 

 

資料５－２－③－A 「シラバスチェック」実施報告書抜粋  

シラバスによっては何も記載されていない（空欄の）項目や極端に短い記述があり，学生が学習の目的や内容，また授業構成を十

分に理解することが困難と思われるものも見受けられた。今後は，部局，課程，授業科目等ごとに，FD委員会や関係教員グループな

どで議論を深め，学生にとってさらにわかりやすく，また役に立つシラバス作りに組織的に一層取り組んでいく必要がある。 
 本ファカルティ・ディベロップメント委員会において，シラバスチェックの実施体制について，「各部局においては，FD を恒常的

に実施する主体として，第１回シラバスチェックの実施報告書を参考に部局の FD 活動の中で，シラバスチェックについて組織的に

取り組む。」ことと決定している（平成 23年 12月 15日 第４回ファカルティ・ディベロップメント委員会）。上述したように，今後

は今回のシラバスチェックの成果と課題を踏まえて，よりよいシラバス記載が浸透するように各部局が主体的に取り組むことになる。

本報告書がそのための一助となることを切に願う。 

出典：「シラバスチェック」実施報告書より抜粋 

 

平成25年度に各部局等が行ったシラバスチェック実施結果等について 

１．シラバスチェック実施結果等について 

  委員長から、各部局で実施していただいたシラバスチェック結果について、シラバスの高度化検討WGにおいて検討している新シラ

バスシステムへの要望等も含め、昨年度の全学シラバスチェック結果との比較、シラバスチェック結果のフィードバック等の観点か

ら報告していただきたい旨発言があり、部局選出委員から資料1-1に基づき、それぞれのシラバスチェック結果の概要について説明

があった。全般的には、昨年度の全学シラバスチェック結果と比して概ね改善傾向にあるが、文字数の不足、授業目標や15回分の内

容の関係性が曖昧な記述である等、昨年度指摘された問題点が見受けられるといった内容であった。なお、シラバスチェックの方法、

新シラバスへの要望に関し、次のような意見があった。 
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  ○シラバスチェックの観点をシラバス入力の際に示し、またシラバスチェックの評価基準を示してはいるが、個々の教員によって

解釈の幅があり、理解不足による記載のため評価が低くなり、評価する側においても評価基準の解釈が異なるため評価結果にバ

ラツキが出てしまうため、記載例を配布する等の工夫が必要である。 

  ○講義科目と実技・実習科目の別により、授業内容の記載の仕方が異なるので、一の基準でシラバスチェックを行うことは難しい

かもしれない。 

  ○シラバスとは別のもので詳細な授業内容を示したとしても、それは外部に公表されるシラバスに含まれないため、結果としてシ

ラバスチェックの評価が低くなってしまった例もある。外部公表シラバスの充実を意識する必要がある。 

  ○非常勤講師にシラバス作成を依頼する際のシラバス作成方法の周知、オムニバス科目に係るシラバス作成について工夫する必要

がある。 

  ○文字数はシラバスチェックの観点の一つであるが、新シラバスシステムに機械的に文字数をカウントする機能を装備して欲しい。 

○シラバス記載例を参照しながらシラバス入力を行えば、シラバス内容の充実の改善に資すると思われるため、シラバス入力時に

アドバイスが表示されるような機能を新シラバスシステムに取り入れて欲しい。 

その後、委員長から、各部局におけるシラバスチェックの総括を行ったが、その結果を次年度シラバスの入力に活用していただきたい、

また今回いただいた意見をシラバスの高度化WGにおいて検討し、シラバス見直しの検討状況について1月の本委員会で中間報告を行う

予定である旨付言があった。 

出典：平成25年度第4回ファカルティ・ディベロップメント委員会議事要録より抜粋 

 

資料５－２－③－B 「熊本大学のシラバス」 

シラバスシステム（学外用）：http://syllabus.kumamoto-u.ac.jp/ 

シラバスシステム（学内用）：http://syllabus.kumamoto-u.ac.jp/auth/ 

 

資料５－２－③－C シラバス記入要領  

項目 ヘルプ内容
科目ナンバー

講義題目(テーマ)

通常は必要ないが、授業科目に講義題目等がある場合は記載する。
例：教養教育の「基礎セミナー」や「理系基礎科目」の講義題目
「まちづくりについて考える」「哲学の世界」「化学と実験」
※最大文字数：英文字を含む日本語100字

使用言語
授業で使用する言語を選択する。
例: 日本語による講義 + 英語のテキスト

授業の形態

「講義」「演習」「実習及び実技」「実験」「その他」「実習」「実技」「講義・演習」のいずれかを記載する。ま
た、「その他」を記載した場合は「授業の方法」の欄に詳細を記載する。
例: 講義
※最大文字数：日本語6字（2字以上入力しないと一時保存できません。）

授業の方法

 対面授業、グループ学習、反転授業、ｅラーニング、アクティブラーニング、PBL等授業の方法を明示する。
例: 予習はｅラーニング教材で行い、対面授業はグループによるPBL(問題解決型学習)形式を中心とする。
※最大文字数：英文字を含む日本語300字（4字以上入力しないと一時保存できません。）

授業の目的

大学、学部、学科、研究科等の教育目的に照らして、この授業を実施する目的や履修することで学生に身
に付けてもらいたい能力などを明示する。
例: 線形代数の基本的な内容を理解し、行列式の計算ができるようになることを目指している。／ARCS理
論とADDIEモデルについて自分の言葉で説明できるようになることを目指している。
※最大文字数：英文字を含む日本語500字（40字以上入力しないと一時保存できません。）

授業の概要
授業の目的や到達目標を達成するために「何を学ぶか」を明示する。15回の授業全体を把握できるよう、授
業の内容を概括して記載する。
※最大文字数：英文字を含む日本語500字（50字以上入力しないと一時保存できません。）

到達目標

・「授業の目的」を踏まえて、「学習の到達目標＝授業終了段階で、学生にできるようになってほしい能力」
について、具体的に、短文で明示する。
・学生を主体として箇条書きで記入する。
例：「○○について知り、説明できるようになる。」
　　「○○について学び、××について考察することにより、△△できるようになる。」
※最大文字数：英文字を含む日本語500字（50字以上入力しないと一時保存できません。）

ヘルプメッセージ（日本語）
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評価方法・基準

授業の到達目標や授業の内容を踏まえた、小テスト、口頭発表、中間テスト・期末テスト、学期末レポートな
ど、予定している評価方法、成績評価における割合及び評価基準を明示する。なお、「出席」は単位修得の
欠格条件であるため、いわゆる「出席点」を設けてはならない。
例：毎回の授業後提出のコメントシート20％、期末テスト60％、学期末レポート20％
※最大文字数：英文字を含む日本語300字（30字以上入力しないと一時保存できません。）

履修条件

受講にあたって必要となる条件や前提となる知識を明示する。
例：「本授業に関連する基礎的な知識を有すること」「○○（授業科目名）の単位を修得済の者」「この科目を
履修するためには、事前に○○科目を履修することが必要である（望ましい）」
※最大文字数：英文字を含む日本語300字

各回の
授業内容と
事前・事後
学習

・「授業テーマ」には、各講義のタイトルやテーマを記載する。
※最大文字数：英文字を含む日本語100字（5字以上入力しないと一時保存できません。）
・「内容概略」を、各回毎に記載する。この場合において、授業で取り上げる項目や重要な概念、15回分の
授業の内容やその相互の関連を明示する。
※最大文字数：英文字を含む日本語200字（10字以上入力しないと一時保存できません。）
・授業内容について詳細な説明を要す場合は、「内容詳細」のボタンをクリックし、ファイルをアップロードす
る。
・「事前学習」「事後学習」をクリックし、予習・復習の内容をそれぞれ記載する。50字以内であれば表示され
るウィンドウに直接記載し、51字以上の場合やファイルを添付する必要がある場合はファイルをアップロード
する。
※「内容詳細」「事前学習」「事後学習」にアップロードしたファイルは、全学LMS（Moodle）にある各
科目のコースに自動格納され る、受講者のみが本シラバスシステム又はLMSからダウンロードする
ことができる。また、「内容詳細」「事前学習」「事後学習」の3項目に限り、シラバス入力期間後（シラ
バスの外部公開後も）随時更新することができる。

キーワード
キーワード（5つ程度）を明示する。
※最大文字数：英文字を含む日本語100字（10字以上入力しないと一時保存できません。）

テキスト
・使用するテキストあるいは資料等を明示する。
・テキストの著者、出版社、出版年などの書誌情報を明示する。
※最大文字数：英文字を含む日本語200字

参考文献
・（授業内容などから必要な場合）参考文献を明示する。
・参考文献の著者、出版社、出版年などの書誌情報を明示する。
※最大文字数：英文字を含む日本語300字

オフィス・アワー

オフィスアワーを明示する。
例：毎週○曜日　○限目、
　　○曜日・○曜日　○時～○時
※最大文字数：英文字を含む日本語200字（5字以上入力しないと一時保存できません。）

担当教員への
連絡方法

連絡方法を明示する。（電話番号、メールアドレス等）
例：　TEL：０９６－○○○－○○○○（研究室）
　　　E-mail：○○○＠○○.○○
※最大文字数：英文字を含む日本語200字（10字以上入力しないと一時保存できません。）

担当教員からのメッ
セージ

履修条件に記載した項目以外に、履修する上での注意事項、持参物、学生へ伝えておきたい事項などを記
載する。
※最大文字数：英文字を含む日本語300字

授業開放

政策創造研究教育センターの運営する「授業開放」として、熊本大学の正規の授業を一般市民に開放する
かどうか。
【参考URL】http://www.cps.kumamoto-u.ac.jp/syogaigakushu/kaihou/
※不明な点は、マーケティング推進部地域連携ユニット下記担当までお問い合わせください。
　TEL：０９６－３４２－３１２１
　E-mail：manabou@jimu.kumamoto-u.ac.jp

 

出典：平成26年度第５回シラバス高度化検討WG資料より抜粋 
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資料５－２－③－D シラバスの利用に関するアンケート 

２．概要 

  (1) アンケート実施期間 
平成 26 年 1 月 14 日～31 日 

(2) アンケートの実施方法 
イ) 教養科目のシラバス： 

総合情報基盤センター長、情報教育教科集団幹事・副幹事等の協力により、教養科

目「ベーシック」において、主として 1 年次生を対象にオンラインアンケートを実施し

た。 
ロ) 専門科目のシラバス： 

2 年次生及び 3 年次生の履修登録者数が多い授業科目において、当該授業科目の担

当教員にアンケート用紙の配布及び回収を行っていただいた。 
(3) アンケート実施率 

    ○アンケート対象者数(1～3 年次の在籍者総数)：5,611 名 
    ○アンケート回答数：3,046 名(4 年次生以上の回答も加えている。) 
    ○アンケート実施率：アンケート回答数／アンケート対象者数＝ 54.3％ 

（注）本報告書中に作成した表について、特徴的なセルは黄色でハイライトした。 

回答者数 回答率 回答者数 回答率 回答者数 回答率 回答者数 回答率 回答者数 回答率

1年次 160人 89% 236人 75% 191人 89% 153人 77% 99人 79%

2年次 111人 59% 116人 37% 108人 42% 1人 0% 72人 58%

3年次 58人 29% 131人 42% 100人 45% 99人 54% 55人 44%

回答者数 回答率 回答者数 回答率 回答者数 回答率 回答者数 回答率

1年次 114人 77% 72人 73% 436人 81% 1,461人 81%

2年次 68人 40% 80人 83% 191人 36% 747人 39%

3年次 63人 40% 75人 78% 207人 35% 788人 42%

 医学部医学科

Ｑ２ 学年を教えてくださ
い。

Ｑ２ 学年を教えてくださ
い。

文学部 教育学部 法学部
各年次の在籍数を分母

理学部

合計
各年次の在籍数を分母

工学部 医学部保健学科 薬学部
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出典：平成25年度第6回ファカルティ・ディベロップメント委員会資料から抜粋 

 

【分析結果とその根拠理由】 

本学では、全学及び各部局のシラバスチェックの結果を踏まえて、７つの学習成果との対応、各回の授業内容、

到達目標、評価方法・基準、事前・事後学習内容等を充実させることで、シラバスシステムから学生の授業時間

外の学習時間の増加につながるようシラバスの記載内容を改善し、公式ウェブサイトで公表し、学生には入学時

のオリエンテーションで説明を行っている。さらに、各授業担当教員には確実な記述・入力のためのシラバス記

入要領を提示している。 

以上により、適切なシラバスが作成及び活用されていると判断する。 

 

観点５－２－④： 基礎学力不足の学生への配慮等が組織的に行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

 基礎学力不足の学生への指導状況については、各学部で実施している【資料５－２－④－A】。全学における教

養教育では、１年次で英語の基礎力に自信のない人を対象とする自由選択外国語科目（必修外国語科目の単位の

代替不可）を学期毎に開講している。また、理学部は、１年次の教養教育（理系基礎科目）において、数学、物

理、化学、生物、地学の全ての科目が選択必修で、高校での既修未修など履修状況によりクラス分けしている。

工学部においては、入学時に行う数学、物理、化学の基礎学力テストの結果から下位10%の補習対象者を決定し、

ガイダンス、各科目週１コマの補習講義及びTAによる学習指導等の補習・履修指導などを実施している【資料５

－２－④－B】。薬学部でも平成27年度から新入生に対して、プレースメントテスト（数学・化学・物理・生物）

を実施し、基礎学力不足の学生を把握し、授業担当教員による個別指導に向けての対応を開始した。 

また、グローバル化の加速する社会において活躍できる人材育成の重要性が増していることを受け、平成 25

年度入学生から「TOEIC-IPテスト」を入学当初及び２学年末の２回実施している。従来のリベラルアーツとして

の英語教育にとどまらず、平成 25 年度入学生の「TOEIC-IP テスト」の結果を基礎資料のひとつとして、新たな

英語教育の検討を始める予定である【別添資料12】。 
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資料５－２－④－A 各学部の基礎学力不足の学生への指導状況等 

学部名 指導状況等 

教養教育 ・2006年度から1年次で英語の基礎力に自信のない人を対象にして、英語I－1（英語基礎力充実コース）を前学期

に開講している。平成26年度の受講者は、2クラスで74名であった。 

文学部 ・現在のところ、特別な指導を必要とするような基礎学力が不足している学生は見られないので、特に行っていな

い。 

教育学部 ・理科教育学科においては「１年生セミナー」を実施している。１年次前期に全教員で12回実施し、生活面も含め

た指導を行っている。 

法学部 ・入試時に基礎学力を担保しており、現在は基礎学力が不足している学生は見られない。 

理学部 ・理系基礎科目では、高校での履修状況を参考にクラス分けをしている。 

医学部 （医学科） 

・現在のところ、特別な指導を必要とするような基礎学力が不足している学生は見られない。 

（保健学科） 

・放射線技術科学専攻では、高校での物理履修の有無を入学時に調査し、希望者へ補講授業等を実施している。 

薬学部 ・新入生に対して、プレースメントテスト（数学・化学・物理・生物）を実施し、基礎学力不足の学生を把握する

とともに、当該学生に対して授業担当教員による個別指導に向けての対応を開始した。 
・低学年の授業（病態生理解剖学、解剖生理学概論、分析化学I、免疫学など）では、特に高校で生物を履修してい

ない学生に対して、シラバスの事前・事後学習で学習方法を指導し、学生の理解を助けるための画像や動画を用い

た授業を多く取り入れ、全ての質問に答える努力を行っている。 

・物理を高校で履修していない学生に対しては、物理化学Ⅱで、毎回、授業で学んだこと、分からなかったこと、

感想などを記述する小レポートを課し、各人に必要な学習を本人が理解する助けとしている。 

・病態生理解剖学（１年次）では、最初の小テストの成績不良者に対して面接を行い、生活上の問題が無いか、学

習上の問題点は何かなどについて、個々の学生と話合い対策を立て、必要に応じて担任に連絡している。また、低

学年の専門科目では、３回連続して欠席した学生は学務に連絡して個別に対応している。 
工学部 入学時に行う基礎学力テストの成績に応じて、成績の下位 10％程度の学生及び学科等で補習が必要と判断した学生

対象に補習授業を実施している。対象科目は数学・物理・化学で計10回の補習授業を実施するとともに、毎週教務

委員による出席状況の確認及び欠席者への受講指導をしている。 

出典：各学部調査資料を基に作成 

 

資料５－２－④－B 工学部の基礎学力実施要項等（抜粋）（平成26年度）  

平成２６年度 数学・物理・化学基礎学力テスト 

 

１．日時及び実施場所 

  ４月３日（木） ８：４０～１０：１０  工学部２号館 

 

２．業務従事者 

  （工学部教務委員） 

教務委員長、教員８名、他補助者１０名 

 

３．時間割 

科 目 名 時     間 

数     学 ８：４０ ～  ９：１０ 

物     理 ９：１０ ～  ９：４０ 

化     学 ９：４０ ～ １０：１０ 

 

４．監督者割振 

学  科  名 人 数 教  室 試験監督者 

物質生命化学科 ８７ ２３１教室 ３名 

マテリアル工学科・数理工学科 ６２ ２１４教室 ２名 

機械システム工学科 
1組 

１００ 
２２１教室 ２名 

2組 ２２２教室 ２名 

社会環境工学科 ７８ ２１１教室 ３名 

建築学科 ６１ ２１２教室 ２名 

情報電気電子工学科 １５９ ２２３教室 ４名 
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○ 補習対象者 

① 各科目において、新入生受験者の成績の下位10％の学生。 

② 学科等で補習が必要と判断した学生。例えば、推薦入学II（イ）による新入生など。 

③  その他の学生 

上記の学生に対し、各学科の教務委員あるいは担任がその旨を伝えた上で受講を勧める。 

  ○ 補習(ステップアップコース)（前期のみ）： 

① ガイダンスの実施（数学：２回程度、物理・化学：1回） 

・補習(ステップアップコース)の内容紹介 

・時間割の希望調査（数学） 

② 補習講義（各１コマ/週） 

・補習講師により、連休明けより開始し、計１０週の実施 

・物理【金・１限目】と化学【月・５限目】 

・教室は受講学生数によって決定 

・補習(ステップアップコース)担当教員 

③ TAによる学習指導 

・４月８日から開始し、毎日５限目（学生支援室にて） 

・４月は主に履修方法と学生生活の相談 

出典：工学部調査資料を基に作成 

 

【分析結果とその根拠理由】 

基礎学力不足の学生への指導として、教養教育では、１年次で英語の基礎力をつけるために自由選択外国語科

目として学期毎に開講し、理学部では、高校での履修状況に応じ、教養教育の理系基礎科目の履修についてクラ

ス分けを行い、それに応じた講義を行っている。また、工学部では、入学時の基礎学力テストの結果から補習対

象者を決定し、補習講義及びTAによる学習指導等の補習・履修指導などを実施している。また、グローバル化の

加速する社会において活躍できる人材育成の重要性が増していることを受け、従来のリベラルアーツとしての英

語教育にとどまらず、新たな英語教育を検討するための基礎資料とするため、平成25年度入学生から「TOEIC-IP

テスト」を入学当初及び２学年末の２回実施しており、新たな英語教育の検討を始める予定としている。 

以上により、基礎学力不足の学生への配慮等が組織的に行われていると判断する。 

 

観点５－２－⑤： 夜間において授業を実施している課程（夜間学部や昼夜開講制（夜間主コース））を置いて

いる場合には、その課程に在籍する学生に配慮した適切な時間割の設定等がなされ、適切な

指導が行われているか。 

 

該当なし 

 

観点５－２－⑥： 通信教育を行う課程を置いている場合には、印刷教材等による授業（添削等による指導を

含む。）、放送授業、面接授業（スクーリングを含む。）若しくはメディアを利用して行う授業

の実施方法が整備され、適切な指導が行われているか。 

 

  該当なし 
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観点５－３－①： 学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）が明確に定められているか。 

 

【観点に係る状況】 

   本学では、学位規則第３条に「学士の学位は、本学を卒業した者に授与する」と定め、卒業の要件については

学則第58条及び各学部規則に定められている。平成23年度には、学士課程の学位授与の方針「幅広く豊かな教

養と確かな専門性を身に付け、社会に貢献するために必要な創造的知性と実践力を兼ね備え、グローバルな視野

と国際的対話力を持った人材の育成を目的として、各学部・学科等において編成された教育課程を学修し、所定

の単位を取得した者に学位を授与する」を定めており【資料５－３－①－A】、また、教育プログラム毎に学位授

与の方針を策定し、本学公式ウェブサイトに掲載している【前掲資料５－１－①－B】。 

 

資料５－３－①－A 学士課程の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 

学士課程の学位授与方針：http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/gakusikatei 

 

【分析結果とその根拠理由】 

 本学では、学位規則において学位授与の要件、学則及び各学部規則において卒業の要件が定められ、本学公式

ウェブサイトに公表されている。また、教育プログラム毎に学位授与の方針を定めている。 

以上により、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）が明確に定められていると判断する。 

 

観点５－３－②： 成績評価基準が組織として策定され、学生に周知されており、その基準に従って、成績評

価、単位認定が適切に実施されているか。 

 

【観点に係る状況】 

 本学において、成績評価基準は、学則第39条の２【資料５－３－②－A】に定めており、各学部規則及び教養

教育履修規則において、授業科目を履修した者については、学力試験、論文、出席状況等、単位認定について定

め、秀、優、良、可及び不可の評語あるいは合格、不合格又は認定の評語をもって判定している。これらの規則等は

学生便覧に収録することにより学生に明示するとともに、履修ガイダンス等において学生に周知している。可か

不可というのは絶対評価で合否判定をするが、それ以上については相対評価を導入し、さらに、秀、優、良、可

の区分については偏在に留意することと、秀と優については、30%以内を目安にすることが合意されている【資料

５－３－②－B】。また、個々の授業科目における評価方法・基準等は、各授業科目のシラバスに明示している【前

掲資料５－２－②－F】。成績評価、単位認定は、これら規則等で定める基準に従って実施し、各部局の教務委員

会等関係委員会及び教授会で附議している。 

 

資料５－３－②－A 成績評価基準について 

(成績評価基準等の明示等) 

第39条の2 学部は、学生に対して、授業の方法及び内容並びに1年間の授業の計画をあらかじめ明示するものとする。  

2 学部は、学習の成果に係る評価及び卒業の認定に当たっては、客観性及び厳格性を確保するため、学生に対してその基準をあらか

じめ明示するとともに、当該基準に従って適切に行うものとする。 

(単位の授与) 

第40条 一つの授業科目を履修した者には、学力試験及び出席状況その他によって認定の上、単位を与える。 

出典：熊本大学学則から抜粋 
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資料５－３－②－B 厳格で適正な成績評価の基本的な考え方について 

http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/sotugyoyouken 

厳格で適正な成績評価の基本的な考え方について 

 

平成２６年 ２月２０日 熊本大学教務委員会 

１．目的 

予め授業計画書に明示した授業の到達目標と評価方法・基準に基づき、厳格で客観的・公正な成績評価を行なうことにより、本学

における教育の質を担保するとともに、社会からの信頼性を確保する。 

 

２．成績評価の区分 

（１）成績評価は５段階による評価区分とし、合格は秀（１００点～９０点）、優（８９点～８０点）、良（７９点～７０点）、可（６

９点～６０点）と表示し、不合格は不可（５９点～０点）と表示する。ただし、授業形態（演習・実習等）、科目の特性（インター

ンシップ等）などにより５段階評価が困難な場合には、柔軟な評価区分を行なうことができるものとする（例：合格・不合格）。 

（２）秀・優・良・可の区分については、成績分布の著しい偏在に留意するものとする。特に秀・優については合わせて３０％以内

を目安とし、厳格で客観的・公正な成績評価に努めるものとする。 

（３）共通科目・同一名称科目（語学・理系基礎科目等）の成績評価の基準・方法については、担当教員間で充分に協議をして設定

するものとする。 

 

３．成績評価方法の公表 

（１）成績評価の基準・方法については、年度当初に授業計画書で公表するものとする。 

（２）期末試験だけによる評価でなく、小テスト、レポート、ディスカッション、授業への参加度等も含めた総合評価に努め、評価

要素ごとに評価割合を明示する（例：試験８０%、ディスカッション２０％）。 

 

４．成績評価結果の説明 

（１）成績評価の結果については、講評会・Ｗｅｂ掲示等により、試験結果の講評や模範答案（優秀答案）の掲示に努めるものとす

る。 

（２）答案の採点は予め作成された採点基準に基づくものとし、答案は採点基準を添えて学生へ返却するように努めるものとする。 

（３）教員（又は所属部局）は、答案（写し）を５年間保管しなければならない。 

 

５．ＧＰＡの全学的共有 

学部等は、厳格で適正な成績評価を実践し、進級・卒業時の学力を測る尺度として、ＧＰＡの活用に努めるものとする。 

 

６．成績評価に関する質問・疑問の受付け 

成績発表後、一定期間を設けて、教員は学生からの成績評価に関する質問・疑問等を受け付け、真摯に対応するものとする。 

 

７．成績評価の異議申し立て 

成績評価に関する質問・疑問に対する教員の説明では解決が得られなかった場合は、予め決められた一定期間内において、成績評

価に関する異議申し立てをすることができる。異議申し立てを行なう場合には、所定の期間内に、関係部局等の定める手続きに拠

り、「成績評価に関する異議申立書」（所定の様式による）を、事務担当係へ提出するものとする。 

出典：熊本大学教務委員会資料から抜粋 

 

【分析結果とその根拠理由】 

 本学において、成績評価基準は、学則等に定めており、学則等を学生便覧に収録することにより学生に明示す

るとともに、履修ガイダンス等において学生に周知している。成績の可及び不可の判定は絶対評価で行われ、そ

れ以上の成績については相対評価とし、秀と優は 30%以内を目安にして秀、優、良、可の区分の偏在に留意して

いる。また、個々の授業科目における評価方法・基準等は、各授業科目のシラバスに明示し、成績評価、単位認

定については各部局等の関係委員会及び教授会で審議されている。 

以上により、成績評価基準が組織として策定され、学生に周知されており、その基準に従って、成績評価、単

位認定が適切に実施されていると判断する。 
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観点５－３－③： 成績評価等の客観性、厳格性を担保するための組織的な措置が講じられているか。 

 

【観点に係る状況】 

 本学では、成績評価の厳格性や客観性を担保するために「厳格で適正な成績評価の基本的な考え方について」

を定め、これに従って成績評価等を行っている【前掲資料５－３－②－B】。「厳格で適正な成績評価の基本的な考

え方について」において、全学教務委員会で絶対評価と相対評価についてのメリット・デメリットを議論した結

果、絶対評価を基本とし、成績分布の著しい偏在に留意することとしている。また、授業担当教員からの成績発

表の後、成績評価について異議がある学生は、質問及び疑問について書面等により受付し、担当教員からの説明

を受けても解決が得られなかった場合に学部長に異議申立てができる制度を設けており、掲示及び学生便覧に掲

載することにより学生に周知している【資料５－３－③－A】。 

 

資料５－３－③－A 成績評価に係る異議申し立ての告示（例示：法学部） 

告  示 

平成２６年７月１７日 

 

    学 生 諸 君 へ 

法 学 部 長 

 

本学では、成績評価をより厳格に行う活動に取り組んでいます。 

その一環として、従来にならい、質問や疑問がある場合は、下記により受け付けます。 

また、それでは解決できなかったときは、新たに、異議申立てを受け付けることとしましたので、お知らせします。 

記 

 

【質問及び疑問の受付】 

  履修した授業科目の成績評価について、当該授業担当教員に対する質問及び疑問を受け付けます。 

  １．期 間 

    ９月卒業予定者  ：平成２６年８月２０日(水) ～ ８月２１日(木)  

    ９月卒業予定者以外：平成２６年９月２６日(金) ～ ９月３０日(火) 

 

  ２．場 所 

    法学部教務担当 

 

  ３．方 法 

    書面の提出によります。書類は法学部教務担当に用意してあります。 

 

 【異議申立ての受付】 

履修した授業科目の成績評価に異議がある場合は、次により申立てを受け付けます。 

   １．期 日 

    ９月卒業予定者  ：平成２６年８月２２日(金) ～ ８月２５日(月)  

    ９月卒業予定者以外：平成２６年１０月１日(水) ～ １０月２日(木) 

 

   ２．場所・審議委員会等 

 受付係 

 

専門教育の科目 

 

 

法学部教務担当 

３．方 法 

書面（学生便覧所定の様式）の提出によります。書類は法学部教務担当に用意してあります。 

 

 【成績の確認、履修科目の追加登録・変更】 

   ① 成績に変更があった場合は、SOSEKIにより必ず確認してください。 
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   ② 成績が変更されたことに伴い、履修科目の追加登録や変更の必要性が生じた場合は、専門教育の科目については当該

学部の教務担当、教養教育の科目については学務ユニット教育支援チーム教養教育担当に相談してください。 

出典：法学部調査資料を基に作成 

 

【分析結果とその根拠理由】 

 本学では、全学教務委員会において「厳格で適正な成績評価の基本的な考え方について」を定め、可及び不可

の判定は絶対評価、それ以上の成績については相対評価により成績評価等を行い、成績分布の著しい偏在に留意

している。また、授業担当教員からの成績発表の後、成績評価について異議がある学生は、質問及び疑問につい

て書面等により受付し、担当教員からの説明を受けても解決が得られなかった場合に学部長に異議申立てができ

る制度を設けている。 

以上のことから、成績評価等の客観性、厳格性を担保するための組織的な措置が講じられていると判断する。 

 

観点５－３－④： 学位授与方針に従って卒業認定基準が組織として策定され、学生に周知されており、その

基準に従って卒業認定が適切に実施されているか。 

 

【観点に係る状況】 

 本学では、学則第58条により規定する年限以上在学し、かつ、学部所定の教育課程を履修し卒業に必要な単位

を修得することを卒業要件として定め、各学部等規則において卒業の要件を定めている【資料５－３－④－A】。

学生には、学生便覧・本学公式ウェブサイト等で周知している【資料５－３－④－B】。各学部の卒業要件につい

ては、それぞれの学位授与方針に沿った教育プログラムのカリキュラムを履修し卒業に必要な単位を修得するこ

ととなっており、卒業認定は、本学教授会規則第２条に基づき、各学部教授会で卒業判定について審議され、学

則第61条に基づき、学年又は学期の終わりに学長が卒業認定を行っている【資料５－３－④－C】。 

  

資料５－３－④－A 卒業の要件 

学則第58条：http://kokai.jimu.kumamoto-u.ac.jp/~kisoku/act/frame/frame110000189.htm 

文学部の例 

 (卒業の要件) 

第16条 本学部を卒業するためには、4年以上在学し、次の表に定めるところにより、教養教育の単位と専門教育の単位を合わせて

124単位以上を修得しなければならない。 

区分 単位数 

教養教育 共通基礎科目 
必修外国語科目 

16単位 

自由選択外国語科目 
教養科目 
社会連携科目 
開放科目 

18単位以上 

専門教育 専門基礎科目 14単位以上 

専門科目 70単位以上 
 

出典：熊本大学文学部規則より抜粋 
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資料５－３－④－B 学生便覧  

 

出典：熊本大学公式ウェブサイト（学内専用）から抜粋 

 

資料５－３－④－C 卒業の認定 

・学則第61条：http://kokai.jimu.kumamoto-u.ac.jp/~kisoku/act/frame/frame110000189.htm 

・教授会等規則第２条：http://kokai.jimu.kumamoto-u.ac.jp/~kisoku/act/frame/frame110000272.htm 

 

【分析結果とその根拠理由】 

本学では、学則、各学部等規則において、学位授与方針に沿った教育プログラムのカリキュラムを履修し、必

要な単位を修得する卒業の要件が定められており、学生には、学生便覧・本学公式ウェブサイト等で周知されて

いる。卒業認定は、学則及び本学教授会規則に基づき各学部の教授会で審議され、学長が卒業を認定している。 

 以上により、学位授与方針に従って卒業認定基準が組織として策定され、学生に周知されており、その基準に

従って卒業認定が適切に実施されていると判断する。 

 

 

 



熊本大学 基準５ 

- 70 - 
 

＜大学院課程（専門職学位課程を含む。）＞ 

 

観点５－４－①： 教育課程の編成・実施方針が明確に定められているか。 

 

【観点に係る状況】 

 教育課程の編成方針については、熊本大学大学院学則において、教育上の目的を達成するために必要な授業科

目を自ら開設するとともに学位論文の作成等に対する指導の計画を策定し、専攻分野に関する高度の専門的知識

及び能力を修得させるとともに、当該専攻分野に関連する分野の基礎的素養を涵養するよう体系的に教育課程を

編成するものと定めている。また、優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍す

るリーダーへと導くため、博士前期課程と博士後期課程を一貫して行う教育を実施する博士課程教育リーディン

グプログラムの開設、多元的な価値への理解力、柔軟な思考力及び鳥瞰的に事物を把捉する力を有し、高度な知

的基盤領域において新機軸を切り拓く力を備えた人材を育成するために、大学院共通の大学院教養教育プログラ

ムを開設し、その教育課程が編成できることを定めている【資料５－４－①－A】。平成24年度には、大学院課程

における大学院生の４つの修得すべき知識・能力を柱に「人材育成像並びに学位授与の方針」を策定し、平成25

年度に教育プログラム毎の「人材育成像並びに学位授与の方針」を策定した【後掲資料５－６－①－A、後掲資料

５－６－①－B】。この「人材育成像並びに学位授与の方針」に沿って、大学院の各専攻、講座及びコース毎にそ

れぞれの知識や能力を養成するため、カリキュラムの編成方針を示すカリキュラム・ポリシーを、平成26年度に

策定した【資料５－４－①－B】。 

 

資料５－４－①－A 大学院課程における教育課程の編成方針 

大学院学則第23条の２～４：http://kokai.jimu.kumamoto-u.ac.jp/~kisoku/act/frame/frame110000190.htm 

 

資料５－４－①－B 研究科等のカリキュラム編成方針  

学部・専攻等名 カリキュラム編成方針 

教育学研究科 

 学校教育実践専攻（修士課程） http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/kyouikugakukenkyuuka/gakkoukyouiku 

教科教育実践専攻（修士課程） http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/kyouikugakukenkyuuka/kyoukakyouiku 

社会文化科学研究科 

 公共政策学専攻（博士前期課程） http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/syabunken/koukyouseisakugaku 

法学専攻（博士前期課程） http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/syabunken/hougaku 

現代社会人間学専攻（博士前期課程） http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/syabunken/gendaisyakainingengaku 

文化学専攻（博士前期課程） http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/syabunken/bunkagaku 

教授システム学専攻（博士前期課程） http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/syabunken/kyoujyusisutemugaku 

人間・社会科学専攻（博士後期課程） http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/syabunken/ningensyakaikagaku 

文化学専攻（博士後期課程） http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/syabunken/bunkagaku-kouki 

教授システム学専攻（博士後期課程） http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/syabunken/kyoujyusisutemugaku-kouki 

自然科学研究科 

 理学専攻(博士前期課程) 

 物理科学コース http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-zenki/rigak

u-buturikagaku 

化学コース http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-zenki/rigak

u-kagaku 

地球環境科学コース http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-zenki/rigak

u-tikyukankyokagaku 

生命科学コース http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-zenki/rigak

u-seimeikagaku 
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数学専攻(博士前期課程) 

 基礎数理コース http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-zenki/suuga

ku-kisosuuri 

応用数理コース http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-zenki/suuga

ku-ouyousuuri 

複合新領域科学専攻(博士前期課程) http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-zenki/fukug

ousinryouikikagaku 

物質生命化学専攻(博士前期課程) http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-zenki/bussi

tuseimeikagaku 

マテリアル工学専攻(博士前期課程) http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-zenki/mater

ial 

機械システム工学専攻(博士前期課

程) 

http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-zenki/kikai

system 

情報電気電子工学専攻(博士前期課

程) 

http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-zenki/jyoho

denkidensikougaku 

社会環境工学専攻 

(博士前期課程) 

http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-zenki/syaka

ikankyoukougaku 

建築学専攻 

(博士前期課程) 

http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-zenki/kenti

kugaku 

理学専攻(博士後期課程) 

 数理科学講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/rigak

u-suurikagaku 

物理科学講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/rigak

u-buturikagakukouza 

化学講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/rigak

u-kagakukouza 

地球環境科学講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/rigak

u-tikyukankyokagakukouza 

生命科学講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/rigak

u-seimeikagakukouza 

複合新領域科学専攻(博士後期課程) http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/fukug

ousinryouikikagaku-kouki 

産業創造工学専攻(博士後期課程) 

 物質生命化学講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/sangy

osouzokougaku-busituseimeikagaku 

マテリアル工学講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/sangy

osouzokougaku-materialkougaku 

先端機械システム講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/sangy

osouzokougaku-sentankikaisystem 

機械知能システム講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/sangy

osouzokougaku-kikaitinousystem 

情報電気電子工学専攻(博士後期課程) 

 先端情報通信工学講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/jyoho

denkidensikougaku-sentanjyohotuusinkougaku 

機能創成エネルギー講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/jyoho

denkidensikougaku-kinousouseienergy 

人間環境情報講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/jyoho

denkidensikougaku-ningenkankyojyoho 

応用数理講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/jyoho

denkidensikougaku-ouyousuuri 

環境共生工学専攻(博士後期課程) 

 広域環境保全工学講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/kanky

okyosei-kouikikankyohozen 

社会環境マネジメント講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/kanky

okyosei-syakaikankyo 

人間環境計画学講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/kanky
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okyosei-ningenkankyo 

循環建築工学講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/kanky

okyosei-jyunkankentiku 

医学教育部 

 医科学専攻（修士課程） http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/igakukyouikubu/ikagaku-syuusi 

医学専攻（博士課程） http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/igakukyouikubu/igaku-hakase 

保健学教育部 

 保健学専攻（博士前期課程） http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/hokengakukyouikubu/hokengaku-zenki 

保健学専攻（博士後期課程） http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/hokengakukyouikubu/hokengaku-kouki 

薬学教育部 

 創薬・生命薬科学専攻（博士前期課程） http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/yakugakukyouikubu/souyakuseimeiyakk

agaku-zenki 

創薬・生命薬科学専攻（博士後期課程） http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/yakugakukyouikubu/souyakuseimeiyakk

agaku-kouki 

医療薬学専攻（博士課程） http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/yakugakukyouikubu/iryouyakugaku-hak

ase 

法曹養成研究科 

 法曹養成専攻(専門職学位課程) http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/hosoyousei/housouyousei 

 

【分析結果とその根拠理由】 

 本学の教育課程の編成方針については、熊本大学大学院学則に基づき研究科等が教育上の目的を達成するため、

専攻分野に関する高度の専門的知識及び能力を修得させるとともに、当該専攻分野に関連する分野の基礎的素養

を涵養するよう体系的に教育課程を編成するものとしている。また、博士課程教育リーディングプログラム、大

学院教養教育プログラムを開設し、その教育課程が編成できることを定めている。平成26年度には、各専攻、講

座及びコースの教育プログラム毎に策定された「人材育成像並びに学位授与の方針」に沿ってカリキュラムの編

成方針を示すカリキュラム・ポリシーを策定している。 

以上により、教育課程の編成・実施方針が明確に定められていると判断する。 

 

観点５－４－②： 教育課程の編成・実施方針に基づいて、教育課程が体系的に編成されており、その内容、

水準が授与される学位名において適切なものになっているか。 

 

【観点に係る状況】 

 本学大学院の教育課程は、平成24年度に策定された大学院生の４つの修得すべき知識・能力として①高度な専

門的知識・技能及び研究力、②学際的領域を理解できる深奥な教養力、③グローバルな視野と行動力、④地域社

会を牽引するリーダー力を柱に各研究科等が人材育成像の養成について策定したカリキュラム・ポリシーに基づ

いてカリキュラムを編成しており【前掲資料５－４－①－B、資料５－４－②－A】、法曹養成研究科においては、

学生便覧及び本学公式ウェブサイトで履修モデルを示しており、社会文化科学研究科においても、一部のコース

で履修モデルを本学公式ウェブサイトで示している【資料５－４－②－B】。各研究科等の専攻等毎の特性に応じ

た当該カリキュラムを学習し、修了に必要な要件を満たした者は、研究科等に応じて授与する学位の別及び学位

に付す専攻分野の名称について定められた本学学位規則に基づき学位を授与することとしている【資料５－４－

②－C】。 
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資料５－４－②－A 研究科等の教育課程編成の特徴 

研究科等 
課程 

区分 
専攻等 教育課程編成の特徴 

教育学研

究科 

修士課

程 

学校教育実践専攻 「実践性・学際性・現代性」という３つの理念に基づく教育課程の編成を通して、本専攻

では、学級経営、特別支援、健康教育等に係る高度な実践的指導力と学際的・総合的指導

力を養成する。 

教科教育実践専攻 「実践性・学際性・現代性」という３つの理念に基づく教育課程の編成を通して、本専攻

では、「確かな学力」等に係る高度な実践的教科指導力と学際的・総合的教科指導力を養成

する。 

社会文化

科学研究

科 

博士前

期課程 

公共政策学専攻 公共政策を担う専門家のための「公共政策専門職コース」と、政策学の研究を目指す「政

策研究コース」の、2つの教育コースからなっている。前者は、高度専門職業人として公共

政策に関する理論や政策分析能力、政策形成のための知識と技術、企画・運営能力を兼ね

備えた実践力のある政策のプロフェッショナルを養成する。後者は、政策学の基礎的研究

と、幅広い視野とスキルを兼ね備えた国際的に通用する政策の研究者を養成する。 

法学専攻 「社会の法化」と呼ばれる現代社会において、幅広くかつ深い法律知識をもった法律実務

家や法律学についての基礎的な研究能力をもった人材が求められている。このような社会

的ニーズに応えるため、本専攻は、現代社会に生起する複雑多様化した法的諸問題の解決

を図る高度専門職業人（司法書士、税理士、社会保険労務士）を養成する「法律系専門職

コース」と、社会の法化に対応した知的創造者（教育研究職希望者、公務員、企業法務担

当者等）を養成する「法学研究コース」という2つの教育プログラムを提供する。 

現代社会人間学専

攻 

社会の大きな変動により、社会と人間を理解する枠組みにも、倫理規範、社会関係の調整

および組織経営のあり方にも、様々の新しい現代的な課題が生じている。そこで、既存の

文学部系と法学部系の分野を組み直し、外部からも新しいスタッフの参加と協力を得て、

新しい専攻を立ち上げ、それが現代社会人間学専攻である。この専攻は、新しい人材ニー

ズに応える「交渉紛争解決・組織経営専門職コース」および「東アジア・ビジネス・コミュ

ニケーション専門職コース」、新しい課題に取り組む「先端倫理学研究コース」、「フィール

ドリサーチ研究コース」および「認知哲学・心理学研究コース」の５つのコースが設けら

れている。 

文化学専攻 本専攻は、歴史学・考古学・民俗学・言語・文学等の諸領域において、学術的知見を基盤

に実践的能力を養い高度専門職業人を育成する（１）文化行政・学芸員専門職、（２）高校

国語教員専門職、（３）英語教育専門職の３コース、及び各学術領域の研究の基礎を修め、

引き続き博士後期課程において専門を深めうる研究の担い手を育成する（１）歴史学研究、

（２）日本・東アジア文化学研究、（３）欧米文化学研究の３コースを置く。 

教授システム学専

攻 

本専攻は、教育や学習の効果・効率・魅力を高めるシステム的な方法論であるインストラ

クショナル・デザイン（ID）を中核に教授システム学を学び、eラーニングを実際に開発・

実施・評価できる高度専門職業人を養成することを目的とする。 

博士後

期課程 

人間・社会科学専

攻 

博士前期課程の公共政策学専攻、法学専攻、現代社会人間学専攻、を受けて、法学、政治

学、経済学、経営学、コミュニケーション情報学、比較文化・社会論、倫理学、社会学、

文化人類学、民俗学、地理学、言語学、哲学、心理学等各領域、及びそれらを融合して構

築される諸領域において、学術研究の発展とその担い手の育成を図る。 

文化学専攻 博士前期課程の文化学専攻を受けて、歴史学、考古学、民俗学、語学、文学等の文化学諸

領域、及びそれらを融合して構築される諸領域において、学術研究の発展とその担い手の

育成を図る。 

教授システム学専

攻 

インストラクショナル・デザインを中核とし、情報技術等の領域を総合することにより、

教育効果・効率・魅力の高いｅラーニングを開発・実施・評価する担い手の育成を図る。 

自然科学

研究科 

博士前

期課程 

理学専攻 学位授与の方針に沿って各専攻で科目群を配置している他、プロジェクトゼミナール等の

全専攻共通科目、GJECにおける他大学や企業、および海外の研究機関との連携による教育・

研究指導体制、他研究科開講科目の単位認定制度や他大学との単位互換制度、および多く

の非常勤講師による集中講義開講により、多様化する情報社会において、学生が自ら必要

とする科目群を受講できる体制を整え、自分の専門分野を俯瞰できる高度な異分野融合力

を備えた人材育成のための基盤が構築できていると判断する。IJEP では、全面英語による

教育・研究指導を行っている。英語により講義する専門教育科目数も増加していることも

あり、留学生が安心して入学でき、また日本人学生も留学生との交流を通して国際的感性

を身につけている。MOTや企業との連携による研究指導により社会のニーズに対応した人材

育成も行っている。 

数学専攻 

複合新領域科学専

攻 

物質生命化学専攻 

マテリアル工学専

攻 

機械システム工学

専攻 

情報電気電子工学

専攻 
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社会環境工学専攻 

建築学専攻 

博士後

期課程 

理学専攻 

複合新領域科学専

攻 

産業創造工学専攻 

情報電気電子工学

専攻 

環境共生工学専攻 

医学教育

部 

 

修士課

程 

医科学専攻 講義科目13科目、実習科目1科目、医学実験講座1科目、セミナー1科目、研究指導科目

2科目を設置しており、医科学における高度の専門的知識及び能力を修得させる体系的な教

育課程の編成となっている。オムニバス形式の講義と、マンツーマン教育による研究指導

を中心としたカリキュラムである。また、博士課程教育リーディングプログラム（HIGO プ

ログラム）を設置し、健康生命科学のリーダーとなれる人材を修士課程から育成している。 

博士課

程 

医学専攻 理論（講義）科目として19科目、セミナーシリーズとして3科目、コースワーク科目とし

て2科目、研究指導科目として3科目（実践I・II・III）を設置しており、医学・生命科

学における高度の専門的知識及び能力を修得させる体系的な教育課程の編成となってい

る。オムニバス形式の講義・コースワークと、複数の指導分野の協同による研究指導を中

心としたカリキュラムである。また、医学専攻内に発生・再生医学研究者の育成コース，

代謝情報学研究者および，がん博士の育成プログラム、博士課程教育リーディングプログ

ラム（HIGOプログラム）といったユニークな教育コースとプログラムを設置し、医学・生

命科学及び健康生命科学における優秀な人材を育成している。 

保健学教

育部 

 

博士前

期課程 

保健学専攻 博士前期課程では、保健・医療・福祉領域における指導的高度専門職業人の養成を目的と

して、一般学生ならびに医療現場の社会人でも学びやすい教育プログラムを編成している。 

博士後

期課程 

保健学専攻 博士後期課程では、看護学、医用放射線科学及び検査技術科学の各分野の知識・技術をよ

り発展させ、かつ統合することにより、幅広い視野・知識・技術を有する研究者・教育者

を養成するプログラムを編成している。 

薬学教育

部 

 

博士前

期課程 

創薬・生命薬科学

専攻 

創薬・生命薬科学専攻（博士前期課程）は、創薬科学分野及び生命科学分野の先端的研究

者並びに医薬品の開発において、先端的な役割を担う研究者及び技術者を養成することを

目的とする。 

博士後

期課程 

創薬・生命薬科学

専攻 

創薬・生命薬科学専攻(博士後期課程)は、独創的な発想力、探究心、創薬マインドを育み

ながら、物理系薬学、化学系薬学、生物系薬学、生命科学を中心とした基盤的学問におけ

る知識・技能を礎として、自らの専門領域において卓越した研究能力を発揮できると同時

に、創薬科学・生命科学を俯瞰的に捉えて問題設定・問題解決を自主的に行い、先端的研

究や医薬品開発の場において指導能力を発揮できる人材を育成することを目的とする。 

医療薬学専攻 医療薬学専攻には臨床薬学コースと医療薬科学コースの２コース、創薬・生命薬科学専

攻にはメディシナルケミストリー、バイオファーマ、ドラッグデリバリー、ライフサイエ

ンスコースの４コースを設置している。また、臨床教授・先端薬学教授を任命し、先端的・

実践的な大学院教育を推進しており、大学院生を海外の大学や企業に派遣し、国際的に活

躍できる人材を育成することを目的とする。 

法曹養成

研究科 

 

専門職

学位課

程 

法曹養成専攻 法曹養成研究科は、授業科目を法律基本科目群、法律実務基礎科目群、基礎法学・隣接科

目群、展開・先端科目群の４つの科目群に大別して、それぞれに段階的・系統的な編成と

し、法曹として自らの頭で考えていく能力ならびに豊かな人間性、幅広い教養、専門的資

質・能力及び高い倫理観を備えた質の高い法曹の養成を目指している。 

出典：各研究科等調査資料を基に作成 
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資料５－４－②－B 法曹養成研究科及び社会文化科学研究科現代社会人間学専攻交渉紛争解決・組織経営専門職

コースの履修モデル 

〇法曹養成研究科（http://www.ls.kumamoto-u.ac.jp/education/curriculum.html） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇社会文化科学研究科 現代社会人間学専攻 交渉紛争解決・組織経営専門職コースの履修モデル 

（http://www.gsscs.kumamoto-u.ac.jp/edu/zenki/gen/01/outline/04.html） 

 

出典：熊本大学公式ウェブサイトから抜粋 
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資料５－４－②－C 学位授与要件 

（http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/sotugyoyouken/daigakuin） 

研究

科等 

課程 

区分 
専攻等 学位 単位数等 

教 育

学 研

究科 

修士課程 学校教育実践専攻 修士（教育学） 修士課程に2年以上在学し、授業科目について履修

基準により32単位以上を修得し、かつ、必要な研究

指導を受けた上、当該修士課程の目的に応じ、修士

論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及

び最終試験に合格しなければならない。 

教科教育実践専攻 

社 会

文 化

科 学

研 究

科 

博士前期

課程 

公共政策学専攻 修士（公共政策学、学術） 博士前期課程においては、当該課程に2年以上在学

し、定められた授業科目のうちから30単位以上、博

士後期課程にあっては、当該課程に3年以上在学し、

定められた授業科目のうちから14単位(教授システ

ム学専攻にあっては16単位)以上を修得し、かつ、

必要な研究指導を受けた上、当該課程の目的に応じ、

学位論文又は特定の課題についての研究の成果の審

査及び最終試験に合格しなければならない。 

法学専攻 修士（法学） 

現代社会人間学専攻 修士（文学、法学、学術） 

文化学専攻 修士（文学） 

教授システム学専攻 修士（教授システム学、学術） 

博士後期

課程 

人間・社会科学専攻 博士（文学、法学、公共政策

学、学術） 

文化学専攻 博士（文学、学術） 

教授システム学専攻 博士（学術） 

自 然

科 学

研 究

科 

博士前期

課程 

理学専攻 修士（理学、学術） 博士前期課程においては、当該課程に2年以上在学

し、定められた授業科目のうちから31単位以上、博

士後期課程にあっては、当該課程に3年以上在学し、

定められた授業科目のうちから 12 単位以上を修得

し、かつ、必要な研究指導を受けた上、当該課程の

目的に応じ、学位論文又は特定の課題についての研

究の成果の審査及び最終試験に合格しなければなら

ない。 

数学専攻 

複合新領域科学専攻 修士（理学、工学、学術） 

物質生命化学専攻 修士（工学、学術） 

マテリアル工学専攻 

機械システム工学専攻 

情報電気電子工学専攻 

社会環境工学専攻 

建築学専攻 

博士後期

課程 

理学専攻 博士（理学、学術） 

複合新領域科学専攻 博士（理学、工学、学術） 

産業創造工学専攻 博士（工学、学術） 

情報電気電子工学専攻 

環境共生工学専攻 

医 学

教 育

部 

 

修士課程 医科学専攻 修士（医科学、健康生命科学） 修士課程においては、当該課程に2年以上在学し、

定められた授業科目のうちから30単位以上、博士課

程にあっては、当該課程に4年以上在学し、定めら

れた授業科目のうちから 30 単位以上を修得し、か

つ、必要な研究指導を受けた上、当該課程の目的に

応じ、学位論文の審査及び最終試験に合格しなけれ

ばならない。 

博士課程 医学専攻 博士（医学、生命科学、健康

生命科学） 

保 健

学 教

育部 

博士前期

課程 

保健学専攻 修士（看護学、保健学） 博士前期課程においては、当該課程に2年以上在学

して、30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導

を受けた上、修士論文又は特定課題研究の成果の審

査及び最終試験に合格しなければならない。博士後

期課程においては、当該課程に3年以上在学して、

12単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受け

た上、博士論文の審査及び最終試験に合格しなけれ

ばならない。 

博士後期

課程 

保健学専攻 博士（看護学、保健学） 

薬 学

教 育

部 

 

博士前期

課程 

創薬・生命薬科学専攻 修士（薬科学、健康生命科学） 博士前期課程においては、当該課程に2年以上在学

し、定められた授業科目のうちから34単位以上、博

士後期課程にあっては、当該課程に3年以上在学し、

定められた授業科目のうちから16単位以上、博士課

程にあっては、当該課程に4年以上在学し定められ

た授業科目のうちから32単位以上を修得し、かつ、

必要な研究指導を受けた上、当該課程の目的に応じ、

博士後期

課程 

創薬・生命薬科学専攻 博士（薬科学、生命科学、健

康生命科学） 



熊本大学 基準５ 

- 77 - 
 

博士課程 医療薬学専攻 博士（薬学、生命科学、健康

生命科学） 

学位論文の審査及び最終試験に合格しなければなら

ない。 

法 曹

養 成

研 究

科 

専門職学

位課程 

法曹養成専攻 法務博士（専門職） 法科大学院の課程に3年以上在学し、定められた授

業科目うちから93単位以上を修得し、かつ、法曹養

成研究科が別に定める基準を満たすこととする。 

出典：熊本大学公式ウェブサイトから抜粋 

 

【分析結果とその根拠理由】 

 大学院の教育課程は、平成24年度に策定された大学院生の４つの修得すべき知識・能力を柱に、各研究科等が

人材育成像に即した人材の養成について策定したカリキュラム・ポリシーに基づいて教育課程が編成されており、

法曹養成研究科及び社会文化科学研究科の一部のコースで履修モデルを本学公式ウェブサイトに掲載している。

また、各研究科等の専攻等毎の特性に応じて編成されたカリキュラムを学習し、修了に必要な要件を満たした者

には、本学学位規則に基づき、学位を授与している。 

以上により、教育課程の編成・実施方針に基づいて、教育課程が体系的に編成されており、その内容、水準が

授与される学位名において適切なものになっていると判断する。 

 

観点５－４－③： 教育課程の編成又は授業科目の内容において、学生の多様なニーズ、学術の発展動向、社

会からの要請等に配慮しているか。 

 

【観点に係る状況】 

教育課程の編成又は授業科目の内容において、学生の多様なニーズ、学術の発展動向、社会からの要請等に対

し次のような配慮をしている。大学院学則第９条の２において、学生が職業を有している等の事情により、標準

修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し課程を修了することができる長期履修、第 29

条において、外国の大学院を含む他の大学院との単位互換、第31条において、入学前の既修得単位の取扱い、第

36 条において、転研究科、転教育部及び転専攻等を定め実施している。平成 24 年度には、文部科学省の「博士

課程教育リーディングプログラム」に採択された「グローカルな健康生命科学パイオニア養成プログラムHIGO」

において、健康生命科学の知識を持ちつつ、九州・アジアの社会的ニーズを理解し、地域と世界を結びつけてグ

ローバルかつローカルに様々な課題を解決できる次世代リーダーの育成を行っている。具体的には、医学と薬学

の２つの大学院にまたがる専門科目の履修、大学院社会文化科学研究科の専門科目「社会文化科学総論」とキャ

リアビジョン開発コースの履修、企業・行政セミナー、企業・行政・海外のインターンシップなど、自分らしい

将来像を実現させるためのカリキュラムを組み込んでいる。また、本学では、実用金属中最も軽く、従来にない

優れた強度と耐熱性を持つ革新的な「KUMADAI マグネシウム合金」を開発しており、その先進マグネシウム合金

開発技術は世界最大手のボーイング社など航空機産業界から特に注目されており平成 26 年度から同社との共同

研究が開始されている。この研究は、例えば大学院自然科学研究科のプロジェクトゼミ（次世代マグネシウム合

金の創製加工）として、材料設計、製造・加工、リサイクルまでの多角的視点から次世代マグネシウム合金の開

発に従事できる人材の育成を目的とした教育に活かされている。その他、医学教育部においては、社会人学生へ

の配慮として、授業科目全体の約6割について、eラーニングコンテンツを作成し、学生が自由な時間に視聴（受

講）できるよう整備している。薬学教育部においては、優れた研究能力と臨床薬剤師としての職能を併せ持つ人

材の育成が社会的に期待されていることから、医療薬学専攻博士課程において、幅広い知識と技能、臨床現場で

の実践的能力を身につけた先導的薬剤師の養成を目指す「臨床薬学コース」、薬剤師業務を理解できる基礎研究者、
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開発研究者、治験コーディネーター（CRC）、教育者の養成を目指す「医療薬科学コース」の２つの教育課程が編

成されている。法曹養成研究科では、法律事務所・企業・自治体とのエクスターンシップを授業科目に取り込み、

法を通しての法律関連書面の作成など実務を体験することにより生きた素材の中での法曹倫理を学ぶ授業科目と

なっている【別添資料13、資料５－４－③－A】。 

 

別添資料13 各研究科等における学生の多様なニーズ、学術の発展動向、社会からの要請等に配慮した教育課程 

の編成等 

 

資料５－４－③－A 文部科学省「国公私立大学を通じた大学教育改革の支援」事業等  

学部等名 期間 事業名 実施状況（支援終了後展開を含む。） 

社会文化科

学研究科 

H19～21 大学院教育改革支援プログラム

（IT時代の教育イノベーター育成

プログラム） 

 

現実社会的な問題に直面する状況を疑似体験しながらその解決方

法を学習できるストーリー型カリキュラム（SCC）を実施し、受講

生アンケートからも高い評価を得ている。今後において、SCCを科

目として単位化することを決定し、SCC体験に加えて統合的なカリ

キュラム設計演習に取り組ませる科目も開設した。 

自然科学研

究科 

H19～21  大学院教育改革支援プログラム

（大学院科学技術教育の全面英語

化計画） 

講義実施形態調査では、カテゴリーⅢ（全て英語）での講義が（博

士課程前期H18年度10%からH22年度16%、博士課程後期H18年度

16%から H22 年度 26%）順調に進展。今後は若手教員を対象とした

英語による教授法習得のための海外研修や FD セミナーの検討も必

要である。 

薬学教育部 H19～21  大学院教育改革支援プログラム

（創薬研究者養成プログラム） 

本プログラムで、製薬企業の研究リーダーや創薬系ベンチャー企業

経営者などによるカリキュラム委員会を設置し、全講義・実習の準

備を行い、大学院教育に反映させた。結果、博士前期課程から博士

課程への進学者がかなり増加し、社会が求める創薬研究者の養成に

寄与している。 

医学教育部 H20～22  大学院教育改革支援プログラム

（臨床・基礎・社会医学一体型先

端教育の実践） 

臨床医学系、基礎医学系、社会医学系の大学院学生がそれぞれ異な

る研究活動に触れ、新しい知識・技術を習得し、人とのつながりを

築くことを促進した。また、国際的人材の育成面において、学会発

表（H19:58回からH22:129回）、論文発表（H19:157件からH22:262

件）の増加に寄与している。 

自然科学研

究科 

H21～23  組織的な大学院教育改革推進プロ

グラム（イノベーション創出のた

めの大学院教養教育） 

外国語リテラシー教育プログラムなど３つの教養教育プログラム

を集中講義などで開講し、インターンシップ等積極的に参加してい

る傾向が見られ、特に国外へ多く出向いて行っている。 

医 学 教 育

部・薬学教

育部 

H24～30  博士課程教育リーディングプログ

ラム（複合領域型） 

 

本プログラムの人材育成像・・・①九州・アジア・世界で保健行政、

医療行政、薬事行政に携わるリーダー、②アジアに展開する健康生

命関連企業で活躍するリーダー、③国際的に活躍する健康生命科学

分野の教育研究リーダー 

専門分野の枠を超えて博士課程前期・後期一貫した学位プログラム

を構築するとともに、博士論文研究基礎力審査導入を見越して規則

整備を行った。 

医学教育部 H24～28  「基礎・臨床を両輪とした医学教

育改革によるグローバルな医師養

成」 

｢（A）医学・医療の高度化の基盤

を担う基礎研究医の養成 

学部学生が大学院授業科目を先取り履修可能となる制度を導入し、

規則整備を行った。 

出典：各部局調査資料を基に作成 

 

【分析結果とその根拠理由】 

教育課程の編成又は授業科目の内容において、標準修業年限を超えて計画的に教育課程を履修し課程を修了す

る長期履修、他大学との単位互換、入学前の既修得単位の取扱い、文部科学省の「博士課程教育リーディングプ
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ログラム」採択によるグローバルかつローカルに様々な課題を解決する次世代リーダーの育成、あるいは世界的

な注目を集め本学が有している先進マグネシウム合金開発技術について多角的視点から開発に従事できる人材育

成を目的とした授業科目の開講、先導的薬剤師等の養成など、様々な取組を実施している。 

以上により、教育課程の編成又は授業科目の内容において、学生の多様なニーズ、学術の発展動向、社会から

の要請等に配慮していると判断する。 

 

観点５－５－①： 教育の目的に照らして、講義、演習等の授業形態の組合せ・バランスが適切であり、それ

ぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法が採用されているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学の教育目標及び各研究科等の教育目的に基づき、各研究科等規則において授業科目を講義の他、演習、実

験及び実習と定め、分野の特性に応じて、講義・演習・実習・実験等の組み合わせは異なっており、教育学研究

科及び社会文化科学研究科は演習を中心に、医学教育部及び薬学教育部は実習及び実験を中心とした授業が多く

なっている【資料５－５－①－A】。また、各研究科等は、教育内容に応じた学習指導法の工夫をしており、特に

社会文化科学研究科の教授システム学専攻は、最先端のeラーニングテクノロジーを活用した遠隔学習で授業を

進めることで、学習者の利便性を図りつつ、教育の効果と効率を高めることを目指したいわゆるインターネット

型大学院であり、LMS により、研究指導やプレゼンテーション等の実施とその過程を学習履歴の記録として蓄積

し、指導教員と学生が記録を相互に参照できるよう整備し、効果的な指導を実施している。また、薬学教育部の

医療薬学専攻臨床薬学コースでは、社会が求める即戦力としての先導的薬剤師を養成するために、臨床現場にお

ける１年にわたる実践的・先端的実習を実施している。創薬・生命薬科学専攻博士後期課程では、自主的な問題

設定・問題解決能力を身につけさせるため、博士論文に直結する実験に加えて、製薬企業あるいは大学・公的機

関等における研究企画評価を想定した企画書・研究計画書の作成とプレゼンテーションならびに計画に即した研

究の実行を課す「課題実習」を組み込んでいる【資料５－５－①－B】。 

 

資料５－５－①－A 研究科等別授業形態（平成26年度実績）               （単位） 

学部 講義 演習 実習 実験 
講義及び
演習等 

合計 

教育学研究科 115 154 2  69 340 

社会文化科学研究科 89 247 15  45 396 

自然科学研究科 510 104 9 1 91 715 

医学教育部 103 26 121 88  338 

保健学教育部 50 21 15  20 106 

薬学教育部 73 42 31 16 41 203 

法曹養成研究科 81 16 6  19 122 

特別支援教育特別専攻科 21 18 1  8 48 

養護教諭特別別科 8 4   4 16 

出典：熊本大学学務情報システム（SOSEKI）及びシラバスを基に作成 

 

資料５－５－①－B 教育内容に応じた適切な学習指導法の例 

研究科等 教育内容に応じた適切な学習指導法の例 

教育学 

研究科 

・臨床心理実習（フィールド型授業） 

・教科内容学特論演習II（地学）（演習、フィールドワーク） 

・技術課教育教材開発（ICT機器を利用した教材作成） 
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・社会科教育学実践特論II（学校現場での授業実践） 

・教科内容学特論演習I（器楽）（個人授業） 

・課題研究（研究・論文指導） 

社会文化

科学研究 

 

特に、教授システム学専攻では、原則としてオンライン遠隔学習だけで学位を取得できるようにしており、仕事の合間に自宅や

職場等で働きながら学習ができる。正・副指導教員が学生への研究指導を行うとともに、その過程を学習管理システム上の記録

として蓄積し、指導教員と学生が記録を相互に参照可能な状態に置くことにより、養成しようとする人材像に応じた効果的な指

導を実施している。 

自然科学

研究科 

 

少人数教育の例 

先端科学特別講義一覧平成26年度開講分（3年間で全プロジェクトゼミナール、全教員が講義を行う） 

 

多様なメディアを高度に利用した授業の例 

 

【博士後期課程】マルチモーダル情報処理特論（シラバス抜粋） 
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学外との共同で研究指導している例：パルスパワー科学研究所 久保田弘教授の研究室の研究指導体制を引用 

 

 

医学教育

部 

 

講義（理論）、演習、実験、実習（実践Ⅰ・Ⅱ）、臨床実習（実践Ⅲ）、セミナーおよび学会発表等の授業形態をバランスよく組

み合わせることにより、研究活動を行う上で必須の基礎知識から最新の知識まで習得し、新しい研究分野を開拓できる研究者を

養成する基盤を整備している。実践科目では、きめ細かい個人指導による研究指導体制を整えている。 

保健学教

育部 

分野の特性に応じて、講義、演習、実習、実験をバランス良く組み合わせるなど、それぞれの教育内容に応じた学習指導法の工

夫をしている。また、社会人学生に対しインターネットを利用した在宅学習を支援している。 

薬学教育

部 

 

医療薬学専攻臨床薬学コースでは、社会が求める即戦力としての先導的薬剤師を養成するために、臨床現場における１年にわ

たる実践的・先端的実習を実施する。また、専門的授業の受講、国内外での学会発表および国際専門雑誌への論文投稿等を推進

する。さらに、国際化に対応できる即戦力としての人材養成目標にきめ細かく対応している。一方、医療薬科学コースでは、研

究能力ならびに薬剤師としての職能の両者を育成するカリキュラムにより、臨床現場で学んだ知識や技能を活かした基礎研究

者、開発研究者、CRCや大学等での教員や研究員を養成するのに必要な授業科目を設置している。 

 創薬・生命薬科学専攻博士前期課程では、４コースの専門分野に特化した講義･演習･実習科目を履修する。また、博士後期課

程では、自主的な問題設定・問題解決能力を身につけさせるため、博士論文に直結する実験に加えて、製薬企業あるいは大学・

公的機関等における研究企画評価を想定した企画書・研究計画書の作成とプレゼンテーションならびに計画に即した研究の実行

を課す「課題実習」を組み込んでいる。また、特許、市場調査、臨床開発に関する演習科目を設定し、医薬研究開発の全体像を

理解させる。さらに、ベンチャー起業の方法と課題、大学教員に必要な心構えや効果的教育方法および大学経営について理解す

るための演習科目を設定し、課程修了後の進路の選択にも直結する内容を含むカリキュラムを編成している。 

学年歴および年間スケジュールは、薬学教育部ウエブサイトの中の「教育」に掲載されている。７月に行われる「九州薬科学研

究教育連合大学院生合宿研修」は九州の薬学系国立三大学の大学院生が合宿し競い合うもので、主体的な学習へのモチベーショ

ンを高める取り組みである。また、学内LANは完備されており、無線LANも使用できる。履修指導は、毎年４月初めにガイダン

スにより行われている。 

法曹養成

研究科 

法学についての知識を持たない未修者に対する教育充実のため、1年次必修科目について、本研究科出身の若手弁護士による週

1回の予習ゼミや担当教員による隔週での復習クラスを開講し、入学当初から繰り返しによる教育効果の向上を図っている。 

出典：各学部調査資料を基に作成 
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【分析結果とその根拠理由】 

本学の教育目標及び各研究科等の教育目的に基づき、分野の特性に応じて、講義・演習・実習・実験等を組み

合わせて実施しており、また、それぞれの教育内容に応じて、社会文化科学研究科ではeラーニングを活用した

遠隔学習による授業、薬学教育部では、臨床現場における１年にわたる実践的・先端的実習を実施するなどの学

習指導法の工夫を行っている。 

 以上により、教育の目的に照らして、講義、演習等の授業形態の組合せ・バランスが適切であり、それぞれの

教育内容に応じた適切な学習指導法が採用されていると判断する。 

 

観点５－５－②： 単位の実質化への配慮がなされているか。 

 

【観点に係る状況】 

 本学では、履修方法、単位の計算・認定方法等は、大学院学則第26条から第28条及び研究科等の規則に明示

しており、学士課程同様に１年間の授業を行う期間が定期試験等の期間を含め 35 週確保されており、各授業が

15週に渡る期間を単位として行われている【資料５－５－②－A、B】。 

法曹養成研究科では、毎回の授業の積み重ねを徹底するために、学生が過度の履修登録を行って、無理な受講

計画を立てることのないよう、学期ごとに履修科目登録の上限を設定している。また、進級要件及び修了要件に

GPA制度を用いている【資料５－５－②－C】。 

大学院の授業は、少人数【資料５－５－②－D】で行っており、シラバスに学習目標、授業計画、評価方法・基

準等のほか、事前学習・事後学習について指示するとともに、オフィスアワー等において履修指導等を行ってい

る。 

大学院の事前学習・事後学習時間については、平成25年度実施の授業改善アンケートによると、平均で１時間未

満が36.0%、１時間以上２時間未満が31.3%、２時間以上３時間未満が20.8%、３時間以上が11.9%と回答してお

り、２時間未満の学習時間は67.3%である【資料５－５－②－E】。授業時間外学習については、平成26年度に再

構築したシラバスシステムでは全学的にシラバス様式を統一し、授業の目標などを明示するとともに、学生の自

主学習を促すために事前学習・事後学習について入力することで学生の学習時間を確保し、単位の実質化に向け

ての取組が始まったところである【前掲資料５－２－②－F】。 

 

資料５－５－②－A 履修方法及び単位の計算方法等 

・大学院学則第26条から第28条：http://kokai.jimu.kumamoto-u.ac.jp/~kisoku/act/frame/frame110000190.htm 

・各研究科等規則：（例示）大学院薬学教育部規則第５条から第９条： 

http://kokai.jimu.kumamoto-u.ac.jp/~kisoku/act/frame/frame110000367.htm 
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資料５－５－②－B 授業を行う期間（自然科学研究科の例） 

 

出典：熊本大学公式ウェブサイトより：http://www.gsst.kumamoto-u.ac.jp/bbs/file/h27_01.pdf 

 

資料５－５－②－C GPA制度を用いた修了要件（法曹養成研究科の例） 

 

出典：法曹養成研究科学生便覧から抜粋 
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資料５－５－②－D 各授業の平均学生在籍数 

各授業の平均学生在籍数（人） 

所属 
時間割数 

（Ａ） 
延履修者数 

(Ｂ) 
平均 

(Ｂ)/(Ａ) 

教育学研究科 208 648 3.1 (人) 

社会文化科学研究科 440 1,678 3.8 (人) 

自然科学研究科 625 7,259 11.6 (人) 

医学教育部 197 1,692 8.6 (人) 

保健学教育部 80 313 3.9 (人) 

薬学教育部 151 731 4.8 (人) 

法曹養成研究科 72 489 6.8 (人) 
 

出典：熊本大学公式ウェブサイトから抜粋 

 

資料５－５－②－E 大学院生における授業時間外学習 

上段：人数

下段：（％）

教育学
研究科

社会文化
科学研究科

自然科学
研究科

医学教育部 薬学教育部
法曹養成
研究科

合計

2 18 136 8 4 128 296
1.7% 27.3% 7.8% 11.4% 8.9% 29.0% 11.9%

12 22 316 12 10 145 517
10.0% 33.3% 18.2% 17.1% 22.2% 32.9% 20.8%

29 23 589 17 13 105 776
24.2% 34.8% 33.9% 24.3% 28.9% 23.8% 31.3%

77 3 698 33 18 63 892
45.0% 4.5% 31.6% 18.6% 26.7% 12.5% 36.0%

120 66 1739 70 45 441 2,481

4.8% 2.7% 70.1% 2.8% 1.8% 17.8% 100%
合計

1時間未満

1時間以上2時間未満

2時間以上3時間未満

3時間以上

 

出典：2013授業改善アンケート実施報告書を基に作成 

 

【分析結果とその根拠理由】 

本学では、履修方法、単位の計算・認定方法等は、大学院学則及び研究科等の規則で定めており、学士課程同

様に１年間の授業を行う期間が定期試験等の期間を含め35週確保されており、各授業が15週に渡る期間を単位

として行われている。 

また、履修科目登録の上限を設定、進級要件及び修了要件にGPA制度の利用、少人数での授業実施、、シラバス

システムに学習目標、授業計画、評価方法・基準等のほか、事前・事後学習について指示することで、学生の学

習時間を確保し、単位の実質化に向けて取り組むとともに、オフィスアワー等において履修指導を行っている。 

以上により、単位の実質化への配慮がなされていると判断する。 

 

観点５－５－③： 適切なシラバスが作成され、活用されているか。 

 

【観点に係る状況】 

平成24年度に全学で、平成25年度には各部局においてシラバスチェックを行い、シラバスの記載内容が一定

の水準を保つことを担保するとともに、シラバスの改善に努め、平成26年度にシラバスシステムを再構築した。

本システムは、全学的にシラバスの様式を統一し、本学公式ウェブサイトで公表しており、授業科目について、

学習成果とその割合、授業の目的、概要、到達目標、評価方法・基準、各回の授業内容と事前学習・事後学習、
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参考文献、オフィスアワー等が示されている。授業時間外の学習時間を促すための事前・事後学習については、

学習内容をシステムにファイルアップロードができ、時間と場所を問わずいつでも学習できる仕組みとなってい

る【前掲資料５－２－③－B】。また、シラバスシステムについては、入学時のオリエンテーションで説明を行っ

ている。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

本学では、全学及び各部局のシラバスチェックの結果を踏まえて、各回の授業内容や到達目標、評価方法・基

準、事前学習・事後学習内容等を充実させることで、シラバスシステムから学生の授業時間外の学習時間の増加

につなげることができるようシラバスの記載内容の一定水準の確保ができるようにシラバスを改善し、本学公式

ウェブサイトで公表し、学生には入学時のオリエンテーションで説明を行っている。さらに、各授業担当教員に

は確実な記述・入力のためのシラバス記入要領を提示している。 

以上により、本学では、適切なシラバスが作成され、活用されていると判断する。 

 

観点５－５－④： 夜間において授業を実施している課程（夜間大学院や教育方法の特例）を置いている場合

には、その課程に在籍する学生に配慮した適切な時間割の設定等がなされ、適切な指導が行

われているか。 

 

該当なし 

 

観点５－５－⑤： 通信教育を行う課程を置いている場合には、印刷教材等による授業（添削等による指導を

含む。）、放送授業、面接授業（スクーリングを含む。）若しくはメディアを利用して行う授業

の実施方法が整備され、適切な指導が行われているか。 

 

該当なし 

 

観点５－５－⑥： 専門職学位課程を除く大学院課程においては、研究指導、学位論文（特定課題研究の成果

を含む。）に係る指導の体制が整備され、適切な計画に基づいて指導が行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

 本学では、専門職学位課程を除く大学院課程においては、研究指導、学位論文に係る基本方針は大学院学則で

定め【前掲資料５－４－①－A】、指導の体制については、各研究科等の規則において定めている【資料５－５－

⑥－A】。各研究科等とも学生ごとに主指導教員１人が指導に当たっており、自然科学研究科においては、主任指

導教員を定めるとともに、学生ごとに研究指導委員会を置いている。社会文化科学研究科においては、学生の所

属専攻の主指導教員、学生の研究テーマに関連の深い領域の教員を副指導教員とする複数指導教員制を採用して

おり、学際的及び複合的領域での研究を可能とし、きめ細かな研究・学習指導を行う体制をとっている。なお、

研究倫理の指導として、平成26年度から医学教育部の博士課程及び修士課程においてeラーニングを活用した「研

究者倫理」に関する教育プログラムを必修科目として実施しており、平成27年度には大学院教養教育プログラム

として「Research Ethics（研究倫理）」を開講している。また、平成27年４月から教員、大学院生を始め研究に

携わる全構成員に対して、e ラーニングによる研究者行動規範教育教材である Collaborative Institutional 
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Training Initiative Japan（CITIJapan）の受講を必須にしている。 

 また、大学院生を主とした学士課程教育における TA として、TA 研修会を受講後に教育補助業務に従事する機

会を提供するとともに、TAを雇用する教員もTAに対して教育的効果の向上を目指した指導を行うため、平成25

年度に熊本大学ティーチング・アシスタント取扱要項を作成した【資料５－５－⑥－B】。【資料５－５－⑥－C】

は、実際に大学院生をTAとして活用している教員数とTA数を示しており、全部局で教材作成の補助や学生の理

解度向上などにTAを活用している。 

 

資料５－５－⑥－A 指導体制について 

研究科等名 研究科等規則 

教育学研究科 (履修方法)  

第4条  

2 研究科委員会は、学生の研究指導を行うため、各学生ごとに指導教員を定める。 

 3 学生は、授業科目の履修に当たっては、指導教員の指導を受けるものとする。 

社会文化科学研究科 (指導教員) 

第4条 教授会は、学生の履修及び研究を指導するため、学生ごとに主指導教員1人及び副指導教員1人

又は2人を定める。 

医学教育部 (履修方法等) 

第3条  

3 学生は、授業科目を選択する場合は、指導教員の指導を受けるものとする。 

保健学教育部 (履修方法等) 

第5条  

3 学生が授業科目を選択する場合は、指導教員の指導を受けるものとする。 

薬学教育部 (履修方法等) 

第5条  

4 学生が授業科目を選択する場合は、指導教員の指導を受けるものとする。 

自然科学研究科 (主任指導教員) 

第4条 教授会は、学生の研究指導を行うため、学生ごとに、主任指導教員1人を定める。 

(研究指導委員会) 

第5条 学生の指導を行うため、学生ごとに、研究指導委員会を置く。 

2 研究指導委員会は、主任指導教員を含めて、研究科の教員3人以上をもって組織する。 

出典：各研究科等規則から抜粋 

 

資料５－５－⑥－B 熊本大学ティーチング・アシスタント取扱要項 

http://kokai.jimu.kumamoto-u.ac.jp/~kisoku/act/frame/frame110000835.htm 
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資料５－５－⑥－C TA数とTAを活用する教員数及びTA活用にかかる報告 

 
○平成26年度におけるティーチング・アシスタントの活用について

１．TAの業務内容

①授業準備

資料、指導案等教材作成補助

実験器具搬送等、教育用機器の準備

②授業時間内における業務

出席確認

資料配布

教育用機器の操作等、講義、演習、実験、実習、実技の補助

授業理解促進のための学生への助言・指導補助

③授業後の業務

授業、実験等の片付け

④その他

試験監督補助

レポート採点補助

２．ＴＡ研修会(ＴＡ研修会として行ったオリエンテーションも含みます。)の内容
①本学のTAとしての役割と心得についての説明

TAとしての自覚と役割及び学生への接し方等TA業務の注意点の説明
TAとして、授業づくりに参加する意義の説明

②授業科目に特有の知識・技能等に関する内容
当該授業科目のTAとしての業務の説明
実験・実習系の授業科目にあっては、対受講生だけではなく、TA自身の安全の説明

３．ＴＡを採用したことにより実現した授業運用上の教育的効果

・授業の円滑な実施

・実験がうまくいかない、理解ができていない学生に、その場で指導し、学生の理解度が向上する。

・TAの意見聴取による、受講生にあった使用教材等の作成。

・受講生の安全管理の向上

・教材作成補助等による教員の負担の軽減、これに伴う指導の質の向上

・試験監督の補助による、試験の円滑かつ適正な実施。

 ４．ＴＡ自身に与えることができた教育的効果

・受講生に指導することによる、自らの知識の再確認及び定着

・将来、教員・研究者になるためのトレーニング

・教員としての心構えの醸成

５．改善・検討すべき課題

・TAを傍観者とせず、積極的に授業に参加させ、より教育効果をあげる。

・TAに授業の改善案を提示させる等、TAの指導力の向上に資する。

６．まとめ

平成25年度に制定した「熊本大学ティーチング・アシスタント取扱要項」及び「ＴＡの役割と心得」に基づき、ＴＡ制度を運用した。授業担当教員
から提出された「ＴＡ採用に係る授業実施報告書」及びＴＡから提出されたＴＡアンケートに基づき、平成26年度におけるＴＡの活用について概
括した。

平成26年度第5回FD委員会
(H27年3月16日開催)資料抜粋

・卒業前段階で日程等を決める必要があり、急な出張や休講の際の作業が非常に複雑。弾力的かつシステマティックな運用への検討
が必要。

TAを採用した授業担当教員は、「TAの役割と心得」に基づく本学の教育補助スタッフとしての心得について説明を行うとともに、各授業
に必要な説明を行っている。これは、TAアンケートにおいて、本学のスタッフとしての自覚を持って業務に当たったこと、授業担当教員か
ら必要な説明を受けていることから裏づけられる。授業担当教員からは、TAを採用したことにより、授業の教育的効果が上がっていると
ともに、将来、教員になる人のトレーニングに資することも指摘されている。また、TAからは、人に教えることの難しさを感じた旨の意見
があることから、教員に限らず、高度専門職業人としてコミュニケーション力の向上、リーダーシップ開発等、能力・資質の育成にも寄与
する面もある。「授業改善のためのアンケート」においても、TAに助けられたとする意見がある一方で、TAが余っているような意見もあ
る。TAの有効活用について検討するとともに、超過勤務にならないような配慮も必要と思われる。
なお、現時点における「TA採用に係る授業実施報告書」等の提出件数が少ない。TA制度の改善や本学の職員であるTAによる非違行
為の禁止等につなげるためにも、所定の報告書等の提出等TA取扱要項に基づくTA制度の運用が確実に行われる工夫を行う必要があ
る。

・教材作成等でTAの負担が過重にならないよう、TA予算の増加、TA配置の見直しが必要。
・TA間で、指導方法に大きな差が出ないような指導が必要である。

・受講生に年齢的に近いTAの授業への参加による質問しやすい環境が整う。

・授業の準備・後片付けもTA自身のためになる反面、超過勤務になる。TA自身も担当教員から依頼があった場合断りにくい。

 

出典：学務ユニット調査資料を基に作成 
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【分析結果とその根拠理由】 

専門職学位課程を除く大学院課程においては、研究指導、学位論文に係る基本方針は大学院学則で定め、指導

の体制については各研究科等の規則において定めており、研究科によっては複数の指導教員体制を敷き、指導の

充実を図っている。また、研究倫理に関する大学院での教育及び研究に携わる全構成員に対してeラーニングに

よるCITIJapanの受講を必須化にした。さらに、TAに雇用された大学院生に対しては、学部及び大学院教育にお

けるきめ細かい指導の実現等の教育補助業務を経験する機会の提供により、教育力向上につながる指導を行って

いる。 

以上により、専門職学位課程を除く大学院課程においては、研究指導、学位論文（特定課題研究の成果を含む。）

に係る指導の体制が整備され、適切な計画に基づいて指導が行われていると判断する。 

 

観点５－６－①： 学位授与方針が明確に定められているか。 

 

【観点に係る状況】 

 本学では、学位授与について学位規則第３条に定められ、修了要件については、大学院学則第 44 条から第 47

条に定められている。平成24年度には大学院課程である博士前期・修士・専門職及び博士後期・博士において、

①高度な専門的知識・技能及び研究力、②学際的領域を理解できる深奥な教養力、③グローバルな視野と行動力、

④地域社会を牽引するリーダー力の４つの知識と能力を柱として「人材育成像並びに学位授与の方針」を策定し

た【資料５－６－①－A】。また、平成25年度には、大学院の各課程における各専攻、コース及び講座の単位で、

学位授与の要件と修得すべき４つの知識と能力について「学位授与の方針」として策定している【資料５－６－

①－B】。 

 

資料５－６－①－A 大学院課程の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 

http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/daigakuin 

＜博士前期・修士・専門職＞ 

博士前期課程・修士課程・専門職大学院では，学士課程で築いた基礎の上に、地域や国際的なニーズにマッチした高度かつ専門的な

教育・研究プログラムによって、以下の知識・能力を修得する。 

○高度な専門的知識・技能及び研究力 

学士課程教育の基盤の上に高度な知識をもち、生涯を通して学習を継続する力と知識を最新のものに更新する姿勢を示す。研究活

動において、情報を駆使して、アイデアを発展させ、応用する創造力をもっている。 

○学際的領域を理解できる深奥な教養力 

高度で普遍性のある教養を身につけ、知識を統合する能力を有し、自らの知識や理解を適用する際の社会的、倫理的責任を考慮し

つつ、複雑な課題を解決できる。 

○グローバルな視野と行動力 

現代社会が直面する課題の解決に挑戦するために、世界の多様な文化・歴史・制度を理解し、国際的に通用する専門知識・技能及

び自らの考えをもち、それらを専門家に対しても、一般の人々にも、明確に伝えることができるコミュニケーション力を修得して

いる。 

○地域社会を牽引するリーダー力 

自らの知識、技能、そして問題解決能力を、専攻分野及びより広い学際的な領域で発揮して、地域における指導的人材として活躍

できる。 

＜博士後期・博士＞ 

博士後期課程・博士課程では、学士課程、修士課程・博士前期課程において築いた知的基盤の上に、自主・自律の精神を尊重した教

育・研究プログラムによって、以下の先導的な知識・能力を修得する。 

○高度な専門的知識・技能及び研究力 

専攻分野の体系的な知識とその分野の研究に必要な技術と方法を修得し、高い専門性を必要とする到達目標を設定し、深い洞察力

と総合的な判断力をもって自律的な研究活動ができ、その成果を以て知識基盤社会に貢献できる。 

○学際的領域を理解できる深奥な教養力 

高度で普遍性のある教養を基盤とし、自らの知識や理解を研究に適用する際の社会的、倫理的責任を考慮しつつ、俯瞰的視野をもっ
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て学術の新たな地平を切り拓く。 

○グローバルな視野と行動力 

独創的な研究により、学問分野の先端知識を創造し、その成果を国内外に発表し、グローバル社会における知識の最前線の拡大に

貢献できる。 

○地域社会を牽引するリーダー力 

学術及び専門的な観点より、地域社会における産業、文化、教育、医療福祉などの振興に寄与する先端的研究者及び研究マインド

をもつ高度な専門職業人として、地域社会のリーダーとなる。 

出典：熊本大学公式ウェブサイトから抜粋 

 

資料５－６－①－B 専攻等ごとの学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 

研究科等名 学位授与方針 

教育学研究科 

 修士課程 

 学校教育実践専攻 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/kyouikugakukenkyuuka/gakkoukyouiku 

教科教育実践専攻 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/kyouikugakukenkyuuka/kyoukakyouiku 

社会文化科学研究科 

 博士前期課程 

 公共政策学専攻 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/syabunken/koukyouseisakugaku 

法学専攻 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/syabunken/hougaku 

現代社会人間学専攻 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/syabunken/gendaisyakainingengaku 

文化学専攻 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/syabunken/bunkagaku 

教授システム学専攻 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/syabunken/kyoujyusisutemugaku 

博士後期課程 

 人間・社会科学専攻 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/syabunken/ningensyakaikagaku 

文化学専攻 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/syabunken/bunkagaku-kouki 

教授システム学専攻 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/syabunken/kyoujyusisutemugaku-kouki 

自然科学研究科 

 博士前期課程 

 理学専攻 

  物理科学コース http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-zenki/rigak

u-buturikagaku 

化学コース http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-zenki/rigak

u-kagaku 

地球環境科学コース http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-zenki/rigak

u-tikyukankyokagaku 

生命科学コース http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-zenki/rigak

u-seimeikagaku 

数学専攻 

  

  

  

  

 基礎数理コース http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-zenki/suuga

ku-kisosuuri 

応用数理コース http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-zenki/suuga

ku-ouyousuuri 

複合新領域科学専攻 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-zenki/fukug

ousinryouikikagaku 

物質生命化学専攻 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-zenki/bussi

tuseimeikagaku 

マテリアル工学専攻 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-zenki/mater

ial 

機械システム工学専攻 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-zenki/kikai

system 

情報電気電子工学専攻 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-zenki/jyoho

denkidensikougaku 

社会環境工学専攻 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-zenki/syaka

ikankyoukougaku 

建築学専攻 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-zenki/kenti
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kugaku 

博士後期課程 

 理学専攻 

 数理科学講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/rigak

u-suurikagaku 

物理科学講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/rigak

u-buturikagakukouza 

化学講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/rigak

u-kagakukouza 

地球環境科学講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/rigak

u-tikyukankyokagakukouza 

生命科学講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/rigak

u-seimeikagakukouza 

複合新領域科学専攻 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/fukug

ousinryouikikagaku-kouki 

産業創造工学専攻 

 物質生命化学講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/sangy

osouzokougaku-busituseimeikagaku 

マテリアル工学講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/sangy

osouzokougaku-materialkougaku 

先端機械システム講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/sangy

osouzokougaku-sentankikaisystem 

機械知能システム講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/sangy

osouzokougaku-kikaitinousystem 

情報電気電子工学専攻 

 先端情報通信工学講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/jyoho

denkidensikougaku-sentanjyohotuusinkougaku 

機能創成エネルギー講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/jyoho

denkidensikougaku-kinousouseienergy 

人間環境情報講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/jyoho

denkidensikougaku-ningenkankyojyoho 

応用数理講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/jyoho

denkidensikougaku-ouyousuuri 

 環境共生工学専攻 

 広域環境保全工学講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/kanky

okyosei-kouikikankyohozen 

社会環境マネジメント講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/kanky

okyosei-syakaikankyo 

人間環境計画学講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/kanky

okyosei-ningenkankyo 

循環建築工学講座 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/sizenkagaku/sizenkagaku-kouki/kanky

okyosei-jyunkankentiku 

医学教育部 

 修士課程 

 医科学専攻 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/igakukyouikubu/ikagaku-syuusi 

博士課程 

 医学専攻 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/igakukyouikubu/igaku-hakase 

保健学教育部 

 博士前期課程 

 保健学専攻 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/hokengakukyouikubu/hokengaku-zenki 

博士後期課程 

 保健学専攻 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/hokengakukyouikubu/hokengaku-kouki 

薬学教育部 

 博士前期課程 

 創薬・生命薬科学専攻 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/yakugakukyouikubu/souyakuseimeiyakk

agaku-zenki 
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博士後期課程 

 創薬・生命薬科学専攻 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/yakugakukyouikubu/souyakuseimeiyakk

agaku-kouki 

博士課程 

 医療薬学専攻 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/yakugakukyouikubu/iryouyakugaku-hak

ase 

法曹養成研究科 

 専門職学位課程 

 法曹養成専攻 http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/hosoyousei/housouyousei 

 

【分析結果とその根拠理由】 

 本学では、平成24年度に４つの知識と能力を柱とした「人材育成像並びに学位授与の方針」を策定し、平成

25年度には、大学院課程の博士前期・修士・専門職及び博士後期・博士における各専攻、コース及び講座の単

位で「学位授与の方針」を定めている。 

以上により、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）が明確に定められていると判断する。 

 

観点５－６－②： 成績評価基準が組織として策定され、学生に周知されており、その基準に従って、成績評

価、単位認定が適切に実施されているか。 

 

【観点に係る状況】 

 本学において、成績評価基準は、大学院学則第28条の２、研究科等規則に定めており、これらの規則等を学生

便覧に収録することにより学生に明示するとともに、履修ガイダンス等において学生に周知している【資料５－

６－②－A】。秀、優、良、可の区分については偏在に留意することと、秀と優については、30％以内を目安にす

ることが合意できている【前掲資料５－３－②－B】。また、個々の授業科目における評価方法・基準等は、各授

業科目のシラバスに明示している【前掲資料５－２－③－B】。成績評価、単位認定は、成績評価基準に従って実

施し、各部局の教授会で附議している。 

 

資料５－６－②－A 成績評価について 

大学院学則第28条の２：http://kokai.jimu.kumamoto-u.ac.jp/~kisoku/act/frame/frame110000190.htm 

医学教育部規則：http://kokai.jimu.kumamoto-u.ac.jp/~kisoku/act/frame/frame110000353.htm 

 (成績評価基準等の明示等) 
第28条の2 研究科又は教育部は、学生に対して、授業及び研究指導の方法及び内容並びに1年間の授業及び研究指導の計画をあら
かじめ明示するものとする。  

2 研究科又は教育部は、学習の成果及び学位論文に係る評価並びに修了の認定に当たっては、客観性及び厳格性を確保するため、学
生に対してその基準をあらかじめ明示するとともに、当該基準に従って適切に行うものとする。 

出典：熊本大学大学院学則から抜粋 

 

【分析結果とその根拠理由】 

本学において、成績評価基準は、大学院学則等に定めており、これらの規則等を学生便覧に収録することによ

り学生に明示するとともに、履修ガイダンス等において学生に周知している。また、個々の授業科目における評

価方法・基準等は、各授業科目のシラバスに明示し、成績評価・単位認定は、成績評価基準に従って実施し、各

部局の教授会で附議している。 

以上により、成績評価基準が組織として策定され、学生に周知されており、その基準に従って、成績評価、単

位認定が適切に実施されていると判断する。 
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観点５－６－③： 成績評価等の客観性、厳格性を担保するための組織的な措置が講じられているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学では、成績評価の厳格性や客観性を担保するために「厳格で適正な成績評価の基本的な考え方について」

を定め、これに従って成績評価等を行っている【前掲資料５－３－②－B】。「厳格で適正な成績評価の基本的な考

え方について」において、全学教務委員会で絶対評価と相対評価についてのメリット・デメリットを議論した結

果、絶対評価を基本とし、成績分布の著しい偏在に留意することとしている。また、授業担当教員からの成績発

表の後、成績評価について異議がある学生は、質問及び疑問について書面等により受付し、担当教員からの説明

を受けても解決が得られなかった場合に学部長に異議申立てができる制度を設けており、掲示及び学生便覧に掲

載することにより学生に周知している【資料５－６－③－A】。また、法曹養成研究科においては、同研究科規則

第８条により、試験の結果、各年次におけるGPAがそれぞれ1.8に満たない学生は原級留置としている【資料５

－６－③－B】。 

 

資料５－６－③－A 成績評価に係る異議申し立ての告示（様式例） 

 

 

出典：学務ユニット調査資料を基に作成 
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資料５－６－③－B 法曹養成研究科における進級等の要件 

法曹養成研究科規則第８条：http://kokai.jimu.kumamoto-u.ac.jp/~kisoku/act/frame/frame110000406.htm 

(進級等の要件) 

第8条 試験の結果、各年次におけるＧＰＡ（グレード・ポイント・アベレージ。授業科目ごとの成績を5段階で評価した上、それ

ぞれにグレード・ポイントを付与して、単位当たりの平均を算出する方法をいう。以下同じ。）が、それぞれ1.8に満たない学生

は原級留置とする。 

出典：法曹養成研究科規則から抜粋 

 

【分析結果とその根拠理由】 

 本学では、全学教務委員会において「厳格で適正な成績評価の基本的な考え方について」を定め、可及び不可

の判定は絶対評価、それ以上の成績については相対評価により成績評価等を行い、成績分布の著しい偏在に留意

している。また、授業担当教員からの成績発表の後、成績評価について異議がある学生は、質問及び疑問の受付

期間終了後、学部長に異議申立てができる制度を設けている。さらに、法曹養成研究科については、進級等の要

件として各年次におけるGPAがそれぞれ1.8に満たない学生は原級留置としている。 

以上により、成績評価等の客観性、厳格性を担保するための組織的な措置が講じられていると判断する。 

 

観点５－６－④： 専門職学位課程を除く大学院課程においては、学位授与方針に従って、学位論文に係る評

価基準が組織として策定され、学生に周知されており、適切な審査体制の下で、修了認定が

適切に実施されているか。 

 また、専門職学位課程においては、学位授与方針に従って、修了認定基準が組織として策

定され、学生に周知されており、その基準に従って、修了認定が適切に実施されているか。 

 

【観点に係る状況】 

大学院の学位授与方針に従って、大学院学則第６章において各課程の修了及び学位について定められている。

これに基づき学位論文については、本学学位規則及び各研究科等規則により、教授会の下に審査委員会を設け、

評価基準については教授会等で定められ、本学公式ウェブサイト等で学生に周知されているとともに、その基準

に従って、審査委員会等の審査体制の下で、最終的に教授会において審査委員会の審査報告に基づき修了認定が

実施されている【資料５－６－④－A】。 

また、法曹養成研究科（専門職学位課程）においては、学位授与方針に従って、研究科規則に修了要件を定め

ており、本学公式ウェブサイトや学生便覧等において学生に周知されており、その基準に従って、修了認定が実

施されている【資料５－６－④－B】。 
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資料５－６－④－A 学位論文の審査及び最終試験に関する評価基準（医学教育部及び薬学教育部の例） 

医学教育部：http://www.medphas.kumamoto-u.ac.jp/medgrad/keijiban/images/shinsakijun_new_20140122.pdf 
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薬学教育部：http://www.pharm.kumamoto-u.ac.jp/outline/graduate/iryo_yakugaku/p12.html 

 

 

出典：熊本大学公式ウェブサイトから抜粋 
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資料５－６－④－B 修了認定基準  

〇法曹養成研究科 

４ 修了要件 

（１）3年標準コース 

3年標準コースにおいては、3年以上の在学期間内に必修科目67単位を含む合計93単位以上を修得し、かつ通算の成績が

ＧＰＡ2.0以上であることが必要です。通算のＧＰＡが2.0未満であるが、1.8以上である場合には、別に定める修了認定試

験を受けることができ、これに合格すると修了が認められます。なお、３年次の成績は、ＧＰＡ1.8以上でなければ修了要件

を満たすことにはなりません。 

（２）2年短縮コース 

2年短縮コースにおいては、２年以上の在学期間内に必修科目41単位を含む合計67単位以上を修得し、かつ通算の成績が

ＧＰＡ2.0以上であることが必要です。 

通算のＧＰＡが2.0未満であるが、1.8以上である場合には、別に定める修了認定試験を受け、これに合格すると修了が認

められます。なお、３年次の成績は、ＧＰＡ1.8以上でなければ修了要件を満たすことにはなりません。 

（３）学位 

本法科大学院の課程を修了した者には、「法務博士（専門職）」の学位を授与します。 

出典：法曹養成研究科学生便覧から抜粋 

 

【分析結果とその根拠理由】 

大学院の学位授与方針に従って、大学院学則において修了及び学位について定められており、本学学位規則等

に基づき、学位論文を審査するため、教授会の下に審査委員会を設けている。学位論文にかかる評価基準につい

ては、教授会等で定められ、本学公式ウェブサイト等で学生に周知されているとともに、その基準に従って、審

査委員会の審査体制の下で、最終的に教授会において修了認定が実施されている。 

また、法曹養成研究科（専門職学位課程）においても学位授与方針に従い、研究科規則に修了要件を定め、本

学公式ウェブサイトや学生便覧等において学生に周知されており、その基準に従って、修了認定が実施されてい

る。 

以上により、専門職学位課程を除く大学院課程においては、学位授与方針に従って、学位論文に係る評価基準

が組織として策定され、学生に周知されており、適切な審査体制の下で、修了認定が適切に実施されている。ま

た、専門職学位課程においては、学位授与方針に従って、修了認定基準が組織として策定され、学生に周知され

ており、その基準に従って、修了認定が適切に実施されていると判断する。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

 ○ 学部・大学院で、カリキュラム編成の方針、学位授与の方針が明文化されている。 

○ 学習の段階や履修の順序を整理してより体系的に教育課程を理解できるようにし、学生の授業時間外の

学習時間を増加させるため、シラバスを改善し、科目ナンバリングのコード体系を構築している。 

○ 文部科学省「国公私立大学を通じた大学教育改革の支援」事業など多くの事業が採択され、「学習成果

に基づく学士課程教育」の構築の端緒となるとともに、種々の教育内容に応じた教育改革を実施している。 

○ 従来のリベラルアーツとしての英語教育にとどまらず、新たな英語教育を検討するための基礎資料とす

るため、平成25年度入学生から「TOEIC-IPテスト」を入学当初及び２学年末の２回実施している。 

○ 本学では、「厳格で適正な成績評価の基本的な考え方について」を定め、これに従って成績評価等を行っ

ている。また、成績分布の著しい偏在に留意している。さらに、授業担当教員からの成績発表の後、成績

評価について異議がある学生は、担当教員に書面で質問することができ、解決が得られなかった場合には、

学部長に異議申立てができる制度を設けている。 
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  ○ 平成24年度に文科省の「博士課程教育リーディングプログラム」に採択された「グローカルな健康生命

科学パイオニア養成プログラム HIGO」において、グローバルかつローカルに様々な課題を解決できるグ

ローカルな次世代リーダーの育成を行っている。また同年に「大学間連携共同教育推進事業」に採択され

た「減災型地域社会のリーダー養成プログラム」においては、熊本県内４大学が連携し、各大学の特徴を

活かした減災型地域社会のリーダーを養成している。さらに、平成26年度からは、少子高齢化が進む中、

減災型地域社会の継続的な実現に向け、能動的学習能力と実践力を兼ね備えた人財の育成を行うこと、多

元的な価値への理解力、柔軟な思考力及び鳥瞰的に事物を把捉する力を有し、高度な知的基盤領域におい

て新機軸を切り拓く力を備えた人材を育成することなどを目的とする大学院教養教育プログラムを導入し

ている。 

 ○ 大学院生を主として学士課程教育における TA として、TA 研修会を受講後に教育補助業務に従事する機

会を提供するとともに、TA を雇用する教員も TA に与える教育的効果を意識して指導を行なうため、平成

25年度に熊本大学ティーチング・アシスタント取扱要項を作成している。 

 

【改善を要する点】 

○ 授業の特性を踏まえて、アクティブ・ラーニングの導入を促進し、教育の質的転換を図る必要がある。 

○ グローバル化がさらに加速する中、外国語によるコミュニケーション能力や海外の文化・日本文化に係

る能力・知識を学生に修得させるため、初年次教育も含めた熊本大学としてのリベラル･アーツ教育を確

立するとともに、TOEICやTOEFL等の活用も含めた新たな英語教育の構築が必要である。 

 


